
朱
子
語
源
讃
書
法
篇
詳
注

目興

膳

宏

京
都

大
草

木

津

路

子

同

志
社
女子
大
草

斎

藤

希

史

京都
大
草

47

某
最
不
要
人
摘
撮
｡
看
文
字
､
須
是
逐

一
段
'

1
句
埋
骨
｡
賀

孫
｡わ

た
し
は
､
拾
い
読
み
は
緯
封
に
し
て
は
し
-
な
い
O
文
章
を
讃

む
と
き
に
は
､

一
段
ご
と
､

一
句
ご
と
に
取
-
組
む
べ
き
だ
｡

[菓

賀
孫
】

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

敏

48

議
書
是
格
物

一
事
｡
今
且
須
逐
段
子
細
玩
味
､
反
乗
覆
去
｡
或

一
日
'
或
両
日
､
只
看

1
段
､
則
這

1
段
便
是
我
底
｡
脚
踏
這

一
段

了
'
又
看
第
二
段
｡
如
此
逐
旋
控
去
､
妊
得
多
後
､
却
鬼
頭
頭
道
理

朱
子
語
頼
東
書
法
篇
評
注

臼

(興
膳

･
木
津

･
斎
藤
)

都
到
｡
這
工
夫
須
用
行
思
坐
想
､
或
渚
己
暁
得
者
再
三
思
省
､
却
自

有

丁
箇
暁
悟
虞
出
､
不
容
安
排
也
.
書
之
句
法
義
理
､
雄
只
是
如
此

解
説
､
但

l
次
看
､
有

1
次
見
識
.
所
以
某
書
､

l
番
看
､
有

一
番

改
O
亦
有
巳
説
定
､

一
番
看
､

1
番
見
得
穏
督
､
愈
加
分
暁
.
故
某

説
講
書
不
貴
多
'
只
黄
熟
爾
｡
然
用
工
亦
須
是
勇
倣
進
前
去
､
莫
思

退
韓
､
始
得
｡
大
雅
｡い

た

講
書
は
'

｢物
に
格
る
｣

の
1
事
に
壷
き
る
O

ま
ず
段
ご
と
に
き

め
細
か
-
味
わ
い
､
そ
れ
を
繰
-
返
し
お
こ
な
う
こ
と
｡

一
日
で
も

二
日
で
も
ひ
た
す
ら

一
段
を
讃
め
ば
'
そ
の

一
段
は
自
分
の
も
の
に

な
る
｡
そ
の

1
段
を
足
が
か
-
に
し
て
､
さ
ら
に
次
の
段
を
読
む
の

だ
｡
こ
の
よ
-
に
順
を
追

っ
て
積
み
重
ね
て
い
き
､
十
分
積
み
重
な

れ
ば
､

一
つ
一
つ
の
道
理
が
す
べ
て
現
れ
て
来
る
｡
こ
の
努
力
を
日

頃
の
思
索
の
場
に
行
い
､
す
で
に
理
解
し
た
も
の
を
何
度
も
考
え
直

し
て
み
れ
ば
､
お
の
ず
か
ら
悟
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
､
あ
れ
こ
れ
段

敬
-
す
る
隣
地
は
な
い
の
だ
｡
書
物
の
句
法
や
義
理
は
､
と
に
か
-

こ
の
よ
う
に
し
て
解
き
明
か
し
は
す
る
が
､

一
度
謹
め
ば
そ
の
つ
ど

見
識
は
深
ま
る
も
の
だ
｡
だ
か
ら
､
わ
た
し
の
著
書
で
も
､
讃
む
度

に
改
め
る
と
こ
ろ
が
出
て
-
る
｡
す
で
に
考
え
が
定
ま

っ
た
後
は
､
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讃
む
た
び
に
そ
れ
が
し

っ
-
-
し
て
き
て
､

い
っ
そ
う
明
噺
に
な

っ

て
い
-
｡
そ
こ
で
､
わ
た
し
は
､
講
書
で
は
多
講
が
大
切
な
の
で
は

な
-
､
熟
語

こ
そ
が
大
切
だ
､
と
言
う
の
だ
｡
た
だ
､
努
力
す
る
際

に

は

､

大
腰
に
進
む
よ
-
心
が
け
､

退
-
の
は
考
え
ぬ
こ
と
o

[余

大
雅
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

鉄

朝
鮮
古
活
字
本

･
推
1
崖

勇
倣
進
前
去
-
勇
倣
近
前
去

(荏
)

｢
格
物
｣
は
､
｢
致
知
｣
と
と
も
に
､
『
大
学
』
の
重
葵
な
教
え
の

1
つ
｡
『
語
類
』
で
は

｢
大
学
二

経
下
｣
(
一
五
)
に
多
-
の
紙
幅
を
費

や
し
て
議
論
さ
れ
'
い
ず
れ
も
本
候
と
密
接
に
連
関
す
る
言
ば
か
-
で
あ

ヽ
ヽ

る
が
'
簡
潔
に
そ
の
含
意
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
は
'
｢
窮
理
格
物
'
如

ヽ
ヽ

読
経
看
史
'
鷹
接
事
物
'
理
合
箇
是
虞
'
皆
是
格
物
.｣
(
1
五
･
284
)

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

や
､
｢
格
物
'
是
物
物
上
窮
其
至
理
｡
致
知
'
是
吾
心
無
所
不
知
｡
格

物

'

是
零
細
説
｡
致
知
､
是
全
鰻
説
.｣
(
1
五

･
2
9
))
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
.

｢
安
排
｣
は
'
こ
と
さ
ら
に
あ
れ
こ
れ

段

取

-

を
つ
け
る
こ
と
｡
朱
子

ヽ
ヽ

と
同
時
代
の
陸
藩
に
も

｢
先
師
有
遺
訓
'
寓
事
忌
安
排
｣

(陸
携

｢
冗
坐

久
散
歩
野
合
｣
『
劇
南
詩
稿
』
巻
五
五
)
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
が
､
以

下
に
挙
げ
る
教
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
'
朱
子
の
考
え
る
撃
問
の
あ
る

べ
き
進
め
方
に
お
い
て
も
'
忌
む
べ
き
態
度
と
さ
れ
た
｡

ヽ
ヽ

｢
間
'
如
何
是
倫
序
｡
日
'
不
是
安
排
此

1
件
為
先
､
此

l
件
馬
後
'

此

l
件
為
大
'
此

一
件
為
小
o
随
人
所
為
'
先
共
易
者
､
闘
其
難
者
へ
賂

束
難
者
亦
自
可
理
合
｡｣
(｢
経
論
馬
琴
之
方
｣
八
･
)4
0
)

ヽ
ヽ

｢
公
依
菖
是
要
安
排
'
而
今
只
且
就
事
物
上
格
去
｡
-
･･･若
須
符
で
自

然
語
了
'
方
理
合
官
､

一
年
都
能
理
合
得
多
少
.
聖
賢
不
是
数
人
去
黒
枠

捧
裏
守
薯
｡｣
(｢
大
学
二

経
下
｣

l
五
･
2
86)

｢
曲
撃

二
百
'
威
儀
三
千
､
皆
是
入
所
合

嘗
敵

而

不
得
不
然
者
､
非
是
聖

ヽ
ヽ

人
安
排
這
物
事
約
束
人
.｣
(｢大
学
五

戒
問
下

俸
五
章
｣
十
八
･
40
9)

｢
謂
諸
生
日
'
公
課
欲
遷
善
政
過
而
不
能
'
只
是
公
不
日
去
倣
工
夫
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

若
任
地
安
安
排
排
'
只
是
政
不
成
｡
如
人
要
赴
水
火
'
這
心
才
吏
'
便
入

ヽ
ヽ

裏
面
去
O
若
説
道
在
這
襲
安
排
'
便
只
不
成
｡｣

(｢訓
門
人
九
｣

一
二
一

･
2
924
)

｢

撞

｣

｢逐
旋
捷
｣
は
､
緊
密
に
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
を
言
い
､

｢握
｣
は
現
代
語
で
は
ピ
ッ
タ
リ
-
っ
つ
-
こ
と
を
言
い
表
す
場
合
に
も

用
い
ら
れ
る
o

｢力
行
｣
(
1
三
･
2
25
)
に

｢初
筆
則
要
牢
劉
定
脚
輿
他

ヽ
ヽ
ヽ

捷
'
獲
得

1
竜
去
'
則
逐
旋
捷
婿

去

O

此
心
莫
退
'
終
須
有
勝
時
.｣
と

見
え
る
の
が
､
本
懐
と
も
か
な
-
近
い
文
脈
で
の
用
例
で
あ
る
｡
こ
の
語

は
､
｢大
学
五

戒
問
下

俸
玉
章
｣
(
T
八
･
4
)2)
の

｢今
日
格

一
件
'

ヽ
ヽ
ヽ

明
日
格

l
件
.
遇
事
時
'
把
捉
教
心
定
'
子
細
鮭
認

'

逐
旋
狸
婿
去
'
不

要
放
過
.｣
や
'
｢
大
挙

1
綱
領
｣
(
l
四

･
2
53
)
の

｢
讃
大
学
'
且
逐
段

握
｡
看
這
段
時
'
似
得
無
後
面
底
｡
看
第
二
段
'
却
思
量
前
段
'
令
文
意

聯
屠
､
却
不
妨
｡｣
な
ど
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
'
『
大
学
』
の

｢格

物
｣
と
密
接
な
縁
語
関
係
に
あ
る
語
で
も
あ
る
｡

｢
頭
頭
｣
は
t

l
つ
1
つ
す
べ
て
t

と
い
う
意
味
｡
『
語
類
』
で
の
用

例
は
以
下
の
通
-
0

｢
学
者
須
是
求
仁
､
所
謂
求
仁
者
'
不
放
此
心
｡
聖
人
亦
只
数
人
求
仁
｡
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ヽ
ヽ

蓋
仁
義
虚
智
四
着
'
仁
足
以
包
之
｡
若
是
存
得
仁
'
自
然
頭
頭
敏
着
'
不

用
逐
事
安
排
｡｣
(｢性
理
三

仁
義
鰻
智
等
名
義
｣
六
･
〓
∽)

ヽ
ヽ

｢学
者
工
夫
'
但
息
不
待
其
要
｡
若
是
尋
究
得
這
箇
道
理
､
自
然
頭
頭

有
箇
着
落
'
貫
通
洪
沿
う
各
有
候
理
oL

(｢経
論
馬
撃
之
方
｣
八
･
)30
)

｢聖
人
千
言
寓
語
数
人
'
学
者
修
身
徒
事
'
只
是
理
合
這
箇

｡
要
得
事

ヽ
ヽ

事
物
物
'
頭
頭
件
件
'
各
知
其
所
普
然
'
而
得
其
所
営
然
'
只
此
便
是
理

l
臭
O｣
(｢論
語
九

里
仁
篇
下
｣
二
七

･
678
)

｢某
書
｣
と
は
'
具
鰻
的
に
は
朱
子

『
四
書
集
注
』
な
ど
を
指
す
と
考

え
て
よ
い
｡
そ
し
て
そ
れ
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
修
正
せ
ね
ば
な
ら
な
い
､
と

い
う
本
候
の
N
l言
と
同
趣
旨
の
言
は
､
『
語
数
』
の
中
で
は
'
｢
大
挙

1

綱
領
｣
(
l
四
･
258)
の

｢解
文
字
'
下
字
最
難
｡
某
解
書
所
以
未
定
'

常
常
更
改
者
'
只
霜
無
郡
恰
好
底
字
子
｡
把
爽
看
'
又
見
不
穏
普
'
又
著

改
幾
字
｡
所
以
横
渠
説
命
群
馬
難
o｣
や
'
同
章

(
1
四
･
258)
の

｢
大

学

1
日
只
者
二
三
段
時
'
便
有
許
多
修
虞
.
若

一
向
看
去
'
便
少
｡
不
是

少
'
只
走
者
得
草
革
｡｣
な
ど
で
表
明
さ
れ
て
い
る
｡

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
'

こ
の
候
で
は
'
『
大
挙
』
に
組
-
組
む

際
の
心
得
を
述
べ
る
箇
所
と
重
複
す
る
言
辞
が
多
い
｡
そ
も
そ
も
は

『
大

挙
』
を
蔑
む
上
で
の
教
訓
を
'
こ
こ
に
取
-
込
ん
だ
も
の
か
も
し
れ
な
い

が
'
こ
れ
は
'
朱
子
の
中
に
'
『
大
挙
』
と
は
､
四
書
の
中
で
最
も
根
元

的
な
教
え
を
説
き
'
学
習
者
が
最
初
に
蔑
む
べ
き
も
の
と
の
意
識
が
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
'
新
得
の
い
-
こ
と
で
あ
る
｡

な
お
､
本
候
と
重
な
る
こ
と
ば
は
'
『
朱
子
諌
書
法
』
巻

1
｢循
序
漸

進
｣
に
､
｢講
書
是
格
物

一
事
'
今
且
須
逐
段
子
細
玩
味
｡｣
ま
た
'
撃

二

朱
子
語
頼
読
書
法
篇
詳
在
日

(興
膳
･
木
津
･
斎
藤
)

に
は
'
｢
又
日
'
講
書
是
格
物

一
事
｡｣
と
記
録
さ
れ
る
｡

(記
録
者
)

余
大
雅

(
二

三
八
～
八
九
)

字
は
正
叔
'
信
州
上
境
麻

の
人
.
『
師
事
年
数
』
-89

49

講
書
､
且
就
那

一
段
本
文
意
上
着
､
不
必
又
生
枝
節
｡
看

一
段
､

須
反
覆
看
来
着
去
､
要
十
分
欄
熱
'
方
見
意
味
､
方
快
活
'
令
人
都

不
愛
去
看
別
段
､
始
得
.
人
多
是
向
前
摺
去
､
不
曾
向
後
反
覆
'
只

要
去
看
明
日
未
讃
底
､
不
曾
去
紬
緯
前
日
己
諌
底
｡
須
玩
味
反
覆
､

始
得
｡
用
力
深
､
便
見
意
味
長
､
意
味
長
､
便
受
用
牢
固
｡
又
日
､

不
可
信

口
依
希
略
緯
説
過
､
須
是
心
境
｡
寓
｡

｢講
書
す
る
に
は
､
ま
ず
は
そ
の

1
段
の
本
文
の
意
に
そ

っ
て
謹

み
､
あ
れ
こ
れ
枝
葉
の
こ
と
を
考
え
る
な
｡

一
段
を
読
む
に
は
､
繰

-
返
し
讃
ん
で
､
十
二
分
に
し

っ
-
-
こ
な
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
｡

そ
れ
で
こ
そ
お
も
し
ろ
み
が
わ
か
-
､
気
分
が
す

っ
き
り
し
て
､
も

う
他
の
段
は
講
も
-
と
思
わ
な
-
な
る
｡
人
は
と
か
-
先

へ
先

へ
と

急
ぎ
が
ち
で
､
後
ろ
を
振
-
返
ろ
う
と
は
し
な
い
｡
明
日
の
譲
ん
で

い
な
い
部
分

へ
進
む
ば
か
-
で
､
前
日
の
讃
ん
だ
と
こ
ろ
を
反
萄
し

て
読
も
う
と
し
な
い
o
繰
-
返
し
味
わ

っ
て
こ
そ
よ
い
の
だ
.
深
-

努
力
す
れ
ば
お
も
し
ろ
み
が
よ
-
分
か
-
､
お
も
し
ろ
み
が
よ
-
分
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か
れ
ば
し

っ
か
-
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡
｣
ま

た
お

っ
し

ゃ

っ
た
｡

｢
ロ
に
任
せ
て
軽

々
し
-
し
ゃ
べ

っ
て
は
い
け
な
い
｡

必
ず

心
で
さ
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
｡
｣

【徐
寓
】

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

命
1
今

｢
方
快
活
｣
以
下
が
'
底
本
で
は
｢
孟

子
十

壷
心
上
｣
(六
十

･
)4
4
4
)
の

｢
虞
土
衆
民
章
｣
第
七
保
最
終
部
分

に
見
え
る

｢
仁
義
鹿
智
根
於
心
'
只
板
字
甚
有
意
｡
如
此
用
心
､
義
理
目

出
｡
季
札
｣
に
差
し
替
わ
っ
て
い
る
｡

朝
鮮
古
寓
本

依
希
1
依
備

(注
)

｢
生
枝
節
｣
は
､
横
道
に
そ
れ
る
こ
と
'
あ
れ
こ
れ
束
の
散
る
様

子
を
い
う
｡
｢
生
枝
萎
｣
に
作
る
も
の
や
'
｢支
蔓
｣
と
の
み
言
う
も
の
も

あ
る
｡
『
語
類
』
で
の
用
例
は
次
の
通
-
0

ヽ
ヽ
ヽ

｢
学
者
親
書
'
且
就
本
文
上
看
取
正
意
｡
不
須
立
説
別
生
枝
蔓
｡
唯
能

認
得
聖
人
句
中
之
意
､
乃
善
｡｣
(｢
論
語

1

語
孟
綱
領
｣

l
九

･
4
3
5
)

ヽ
ヽ

｢讃
書
須
是
尊

l
､
不
可
支
葺
け
且
如
讃
孟
子
'
其
間
引
援
詩
書
甚
多
O

今
雄
欲
槍
本
文
､
但
也
只
須
看
此

一
段
'
便
依
啓
白
看
本
来
章
句
'
庶
幾

此
心
純

一
.｣
(｢
訓
門
人
三
｣

二

五

･
2
77
6)

｢快
活
｣
は
'
す
っ
き
-
す
る
'
理
解

の

上

で
親
界
が
贋
が
る
こ
と
を

い
う
｡
｢
総
論
馬
琴
之
方
｣
(八
･
)
3))
に

｢
学
問
須
是
大
進

1
番
'
方
始

有
益
｡
若
能
於

1
盛
大
虞
攻
得

破
'
見
郡
許
多
零
砕
'
只
是
這

1
箇
道
理
､

ヽ
ヽ

方
是
快
活
O
然
零
砕
底
非
是
不
営
埋
骨
'
但
大
庭
攻
不
破
'
縦
寄
砕
理
合

ヽ
ヽ

ヽ

得
些
少
'
終
不
快
活
｡｣
ま
た
､
｢
論
知
行
｣
(九

二
∽∞
)
に

｢
看
理
到
快

ヽ活
田
地
､
則
前
頭
白
露
落
地
去
｡｣
さ
ら
に

｢読
書

法
下
｣
(
二

･
19
2
)

ヽ
ヽ

に
も

｢
凡
人
講
書
､
若
窮
得
到
道
理
透
虞
'
心
中
也
香
他
快
活
｡｣
と
い

う
用
例
が
見
え
る
｡

ヽ
ヽ

｢
軸
緯
｣
は
'
『
漢
書
』
谷
永
博
の

｢
燕
見
地
緯
'
以
求
各
懲
｣
に
顔

ヽ
ヽ

師
古
が

｢紬
締
着
､
引
其
端
緒
也
｣
と
注
す
る
よ
う
に
'
｢
糸
口
を
引
き

出
す
｣
意
で
用
い
ら
れ
る
が
'

こ
こ
で
は
'
｢引
っ
ぱ
-
出
し
て
反
毎
す

る
｣
の
意
に
近
い
O
以
下
に
引
-
の
は

｢
讃
書
法
下
｣
(
二

･
)8
9
)
に

見
え
る
同
趣
旨
の
用
例
で
あ
る
O
｢
凡
講
書
'
須
有
次
序
O

且
如
一
章
三

句
'
先
理
合
上

1
句
'
待
遇
透
o
次
理
合
第
二
句
'
第
三
句
､
待
分
暁
｡

ヽ
ヽ

然
後
賂
全
章
反
覆
紬
緯
玩
味
oL

｢
受
用
｣
は
'
｢
身
に
つ
け
て
使
い
こ
な
す
｣
の
意
.
『
語
数
』
の
他
所ヽ

で
の
用
例
は
､
｢今
只
是
要
理
合
道
理
｡
若
埋
骨
得

一
分
'
便
有

一
分
受

ヽ

ヽ
ヽ

用
'
理
合
得
二
分
'
便
有
二
分
受
用
｡
理
合
得

1
寸
'
便
是

l
寸
'
1
尺
'

便
是

l
尺
O
漸
漸
理
合
去
､
便
多
｡｣
(｢論
知
行
｣
九

･
)57
)
な
ど
G

｢
依
希
｣
｢
依
稀
｣
は
次
の
｢
略
締
｣
と
同
様
'
｢
い
い
加
減
に
す
ま
す
｣

ヽ
ヽ

の
意
.
｢総
論
篤
学
之
方
｣
(八
･
)42
)

に

｢今
人
口
略
依
稀
詮
過
'
不

骨
心
境
｡｣
と
い
う
用
例
が
見
え
る
が
､
こ
れ
と
ま
っ
た
-
同
じ
文
が
｢
論

知
行
｣
(九

･
157
)
に
も
見
え
る
O

｢
略
緯
｣
は
'
｢い
い
加
減
'
お
お
ざ
っ
ぱ
｣
の
意
｡
用
例
は
'
｢
前
輩

ヽ
ヽ

諸
賢
'
多
只
是
略
縛
見
得
箇
道
理
便
休
'
少
有
苦
心
理
合
着
｡
須
是
専
心

致
意
'

1
切
徒
原
頭
理
合
過
.｣
(｢訓
門
人

二

二

三
･
27
4
))
な
ど
｡

｢意
味
長
｣
は
'
｢
味
わ
い
が
深
ま
る
｣
の
意
｡
『
語
類
』

に
お
い
て
｢意

味
｣
は
'
｢
訓
門
人
三
｣
(
二

四
･
2
770
)
の

｢
伊
川
田
､
予
年
十
七
八

ヽ
ヽ

時
'
己
暁
文
義
'
讃
之
愈
久
'
但
餐
意
味
深
長
｡｣
や
'
｢
訓
門
人
四
｣
(
一
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1
六
･
2793)
の
｢人
之
馬
琴
'
只
是
争
箇
肯
不
肯
耳
｡
他
者
無
得
'
不

首
向
這
通
､
略
亦
不
解
致
思
｡
他
若
首
向
此
一
過
'
自
然
有
味
'
愈
詳
愈

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

有
意
味
｡｣
ま
た
へ
｢訓
門
人
八
｣
(
l
二
〇
･
2905)
の
｢打
坐
時
意
味

也
好
｡｣
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
へ
｢含
意

･味
わ
い
｣
に
近
い
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
も
つ
｡

50

大
凡
講
書
､
須
是
熟
議
｡
熟
諌
了
､
日
精
熟
､
精
熟
後
､
理
自

見
得
o
如
喫
果
子

l
般
､
努
頭
方
吹
開
'
未
見
滋
味
､
便
喫
了
o
須

是
細
噂
教
欄
､
則
滋
味
日
出
､
方
始
款
待
這
箇
是
甜
是
苦
是
甘
是
辛
､

始
馬
知
味
o
又
云
､
園
夫
濯
園
､
善
港
之
夫
､
随
其
疏
果
､
株
株
両

港
之
O
少
間
借
瀧
既
足
､
則
泥
水
相
和
､
而
物
得
其
潤
､
自
然
生
長
｡

不
善
滞
者
､
忙
急
而
治
之
､
塘

1
据
之
水
､
漠
漸
園
之
疏
O
人
見
其

治
園
臭
､
而
物
未
嘗
清
足
也
｡
又
云
､
講
書
之
道
､
用
力
愈
多
､
収

功
愈
遠
｡
先
難
而
後
獲
'
先
事
而
後
得
､
皆
是
此
理
｡
又
云
､
講
書

之
法
､
須
是
用
工
去
看
｡
先

一
書
費
許
多
工
夫
､
後
則
無
許
多
臭
｡

始
初

1
書
費
十
分
工
夫
'
後

一
書
費
八
九
分
､
後
則
費
六
七
分
､
又

後
則
費
四
五
分
臭
｡
卓
｡

｢
お
よ
そ
講
書
は
､
熟
語
を
旨
と
す
べ
き
だ
｡
熟
読
す
れ
ば
お
の

))と
わ
り

ず
と
精
通
し
､
精
通
し
た
後
､
理

は

自
然
と
わ
か
る
｡
た
と
え
ば
'

朱
子
語
頼
読
書
法
篇
諸
注
目

(

典
膳
･
木
搾
･
背
麻
)

果
物
を
食
べ
る
の
と
同
じ
で
､
い
き
な
り
噛
み
ち
ぎ

っ
た
だ
け
で
は
､

う
ま
味
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
食
べ
て
し
ま
う
だ
け
だ
｡
細
か
-
か
み

砕
き
十
分
に
阻
噂
す
れ
ば
う
ま
味
が
お
の
ず
と
出
て
き
て
､
甘
い
の

か
若
い
の
か
､
う
ま
い
の
か
縫
い
の
か
が
わ
か
-
､
そ
れ
で
こ
そ
味

を
知

っ
た
と
言
え
る
の
だ
｡
｣
ま
た
お
っ
し
ゃ
っ
た
｡
｢農
夫
が
畑
に

水
を
や
る
の
に
､
水
や
-
の
上
手
な
農
夫
は
作
物
に
合
わ
せ
て

一
株

ご
と
に
水
を
や
る
も
の
だ
｡
や
が
て
水
が
十
分
に
い
き
わ
た
れ
ば
泥

と
水
と
が
は
ど
よ
-
あ
わ
さ
-
､
作
物
は
潤
い
を
得
て
自
然
と
生
長

す
る
｡
下
手
な
者
は
急
い
で
済
ま
せ
て
し
ま
お
う
と
し
て
､

一
括
ぎ

の
水
で
畑
全
鰻
の
作
物
に
水
を
や
ろ
う
と
す
る
｡
人
目
に
は
畑
仕
事

の
よ
う
に
見
え
て
も
､
作
物
は
ち
っ
と
も
潤

っ
て
い
な
い
の
だ
｡｣
ま

た
お
っ
し
ゃ
っ
た
｡
｢講
書
の
道
は
'
努
力
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
､
結

果
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
先
の
こ
と
に
な
る
｡
『難
き
を
先
に
し
て
獲

る
を
後
に
す
』
､
『事
を
先
に
し
て
得
る
を
後
に
す
』
と
い
う
の
は
'

み
な
こ
の
理
屈
だ
｡
｣
ま
た
言
わ
れ
た
｡
｢講
書
の
法
は
､
努
力
し
て

讃
む
こ
と
だ
｡
ま
ず

l
掛
の
書
物
に
多
-
の
努
力
を
は
ら
え
ば
､
後

は
そ
れ
ほ
ど
努
力
し
な
-
て
も
よ
-
な
る
｡
初
め
の
一
筋
に
十
の
努

力
を
は
ら
え
ば
､
次
は
八
､
九
､
そ
の
次
は
六
､
七
､
そ
の
次
は
四
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第
四
十
九
筋

か
五
の
努
力
で
足
-
る
の
だ
｡
｣

[黄
卓
】

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

是
甜
是
苦
-
是
甜

忙
急
而
治
之
1
忙
急
而
活

之

物
未
嘗
砧
足
也
1
物
未
嘗
活
足
也

無
許
多
工
夫
兵
1
無
許
多
工
夫

費
八
九
分
-
費
八
九
分
工
夫

朝
鮮
古
活
字
本

渚
概
既
足
1
濯
政
敵
足

朝
鮮
刊
本

随
其
疏
果
1
随
其
疏
果

(注
)

本
懐
は
'
学
問
の
進
め
方
を
ま
ず
飲
食
に
'
次
い
で
農
作
業
に
誓

え
て
諭
す
｡
飲
食
を
響
え
に
持
ち
出
す
例
は
'
『
語
額
』
で
は
頻
繁
に
見

ら
れ
る
が
'
本
候
と
同
じ
-
'
｢
慌
て
て
か
ぶ
-
つ
か
ず
に
ゆ
っ
-
-
阻

噴
す
る
｣
と
い
-
替
え
を
幾
つ
か
引
い
て
お
こ
-
｡

ヽ
ヽ
ヽ

｢
若
不

見
得
人
頭
虞
､
緊
也
不
可
へ
慢
也
不
得
｡
‥
-
･如
喫
果
子
相
似
'

末
識
滋
味
時
'
喫
也
得
'
不
滑
喫
也
得
｡
到
識
滋
味
了
'
安
住
'
自
任
不

待
｡｣
(｢
線
論
篤
学
之
方
｣
八

･
)3
2
)

｢
若
只
是
撞
得

1
箇
髄
裾
底
束
子

､

不
知
裏
面
是
酸
'
是
鹸
'
是
苦
'

是
碇
｡
須
是
輿
他
噂
破
､
便
見
滋
味
.｣
(｢
経
論
馬
琴
之
方
｣
八
･
)4
5｣

｢
或
問
大
挙
｡
日
､
大
概
是
如
此
｡
只
是
更
葵
熟
議
'
熟
時
'
滋
味
自

ヽ
ヽ
ヽ

別
｡
且
如
喫
果
子
'
生
時
播
釆
喫
'
也
是
喫
這
果
子
'
熱
時
将
来
喫
'
也

是
喫
這
果
子
'
只
是
滋
味
別
｡｣
(｢
大
挙

一

綱
領
｣

一
四
･
2
54
)

｢
大
抵
講
書
須
求
其
要
庭
'
加
入
食
肉
'
畢
責
内
申
滋
味

'
有
人
却
葵

於
骨
頭
上
阻
噛
'
縦
得
些
肉
'
亦
能
得
多
少
｡
古
人
所
謂
昧
遣
之
朕
へ
最

有
理
O
可
挙
国
問
へ
凡
書
俸
中
如
此
者
'
皆
可
且
置
之
0
日
､
固
常
然
O｣

(｢
尚
書
二

湯
誓
｣
七
九

･
20
28
)

績
-
､
学
問
を
農
作
業
'
特

に

水
や
-
に
擬
す
る
例
と
同
様
の
響
職
と

し
て
は
､
｢
訓
門
人
五
｣
(
二

七
･
2

82
2
)

に
'
次
の
よ
う
に
見
え
る
.

ヽ
ヽ

｢
響
如
桝
田
'
須
是
下
了
種
子
'
便

去
転

鋤

濯
概
'
然
後
到
那
熟
慮
｡
而

今
只
想
象
郡
熟
慮
'
却
不
曾
下
得
種
子
'
如
何
合
熱
｡｣

一
方
'
『
朱
子
読

書
法
』
竜

一
｢
循
序
漸
進
｣
で
も
'
｢
講
書
如
固
夫
濯
園
'
善
濯
者
'
随

其
疏
果
根
株
而
濯
之
｡
酒
瓶
既
足
'
則
泥
水
相
和
而
物
得
其
潤
'
自
然
生

長
｡
不
善
藩
者
'
忙
而
治
之
､
捨

1
塘
之
水
､
湊
滞
園
之
疏
'
人
見
英
治

園
粂
'
而
物
未
嘗
清
足
也
｡｣
と
い
う
ふ
-
に
'
同
じ
言
が
記
錦
ざ
れ
る
｡

｢
先
難
而
後
獲
｣
は
'
『
論
語
』
｢
薙
也
第
六
｣
の
'
｢奨
遅
問
知
､
子
日
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

務
民
之
義
'
敬
鬼
神
而
遠
之
､
可
謂
知
臭
｡
問
仁
'
日
'
仁
者
先
難
而
後
獲
､

可
謂
仁
臭
｡｣
と
い
う
言
を
指
す
｡

｢
先
事
而
後
得
｣
も
'
『
論
語
』
｢顔
淵

一
二
｣
の

｢
契
遅
従
遊
於
舞
等

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

之
下
.
目
'
敢
問
崇
徳
修
農
耕
惑
｡
子
日
､
善
哉
問
｡
先
事
後
得
'
非
崇

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

徳
輿
｡｣
集
注
で
は
'
そ
こ
に

｢
先
事
後
待
つ
猶
言
先
難
後
獲
也
｡
為
所

普
箆
'
而
不
計
其
功
'
則
得
目
標
而
不
日
知
臭
｡｣
と
注
し
て
い
る
の
だ

が
'
こ
れ
は
'
本
保
と
同
じ
朱
子
の
考
え
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
｡

後
牛
の
'
初
め
に
大
き
な
努
力
を
沸
え
ば
'
あ
と
に
な
る
ほ
ど
少
し
の

努
力
で
よ
い
t
と
い
う
主
張
と
同
趣
旨
の
も
の
と
し
て
'
前
出
の
飲
食
の

比
職
に
関
す
る
箇
所
で
引
い
た

｢
大
学

l

綱
領
｣
(
1
四
･
2
5
4
)
の
候

の
直
後
に

｢
凡
講
書
､
初

一
項
須
著
十
分
工
夫
了
'
第
二
項

只
費
得
九
分

工
夫
'
第
三
項
便
只
費
六
七
分
工
夫
｡
少
刻
讃
漸
多
'
自
貫
通
他
事
へ
自

不
着
得
多
工
夫
｡｣
と
あ
る
の
が
'
参
考
に
な
ろ
-
.

51

困
説

｢
進
徳
居
業
｣
｢
進
｣
字

･
｢
居
｣
宇
目
､
今
看
文
字
未
熟
､

124



所
以
鶴
突
､
都
只
見
成

一
片
黒
拝
拝
地
｡
須
是
只
管
看
来
着
去
'
認

来
認
去
｡
今
日
看
了
､
明
日
又
看
'
早
上
着
了
､
晩
間
又
看
､
飯
前

看
了
､
飯
後
又
看
｡
久
之
､
自
見
得
開
､

一
箇
字
都
有

一
箇
大
纏
綿
｡

今
常
説
見
得
､
又
豊
是
懸
空
見
得
｡
亦
只
是
玩
味
之
久
､
自
見
得
｡

文
字
只
是
奮
時
文
字
､
只
是
見
得
開
､
如
織
錦
上
用
育
林
､
用
紅
林
､

用
白
餅
｡
若
見
不
得
､
只
是

一
片
息
布
｡
賀
孫
｡

｢進
徳
居
業
｣
の

｢進
｣
の
字
､
｢居
｣
の
字
を
説
明
す
る
つ
い
で

に
お

っ
し
ゃ
っ
た
｡
｢
ま
だ
文
章
が
よ
-
読
み
込
め
て
い
な
い
か
ら
､

酸
味
模
糊
と
し
て
､
す
べ
て
が
虞

っ
黒
の
塊
に
見
え
て
し
ま
う
｡
と

に
か
-
何
度
も
繰
-
返
し
読
ん
で
確
か
め
ね
ば
な
ら
な
い
｡
き
ょ
う

蔑
め
ば
明
日
も
読
み
､
朝
蔑
め
ば
夜
に
も
讃
み
､
食
前
に
諌
め
ば
食

後
に
も
読
む
の
だ
｡
し
ば
ら
-
す
る
と
お
の
ず
か
ら
見
通
し
が
つ
い

て
'
ど
の
文
字
に
も
大
き
な
切
-
込
み
口
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ

ろ
う
｡
わ
か

っ
た
と
い
つ
も
言
才

て
い
る
の
は
､
勝
手
に
そ
う
思

っ

て
い
る
の
じ
ゃ
あ
る
ま
い
か
｡
長
い
時
間
を
か
け
て
味
わ
い
さ
え
す

れ
ば
自
然
と
わ
か

っ
て
-
る
｡
文
は
も
と
の
ま
ま
で
も
､
見
通
し
さ

え
つ
け
ば
､
錦
に
育
糸

･
赤
糸

･
白
糸
を
使

っ
て
い
る
の
が
区
別
で

き
る
よ
う
に
､
き
ち
ん
と
見
え
て
-
る
｡
見
通
し
が
つ
か
な
い
う
ち

朱
子
語
頬
護
書
法
篇
評
注
臼

(典
膳
･
木
津
･
斎
藤
)

は
､

一
枚
の
黒
布
と
同
然
だ
｡
｣
【菓
賀
孫
】

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

牧

(荏
)

｢
進
徳
修
業
｣
は
'
『
易
』
｢乾
九
三
｣
の
文
言
侍
の
､
｢
君
子
終

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

日
乾
乾
'
夕
惨
苦
'
属
元
杏
｡
何
謂
也
｡
子
日
､
君
子
進
徳
修
業
'
忠
信

ヽ
ヽ

所
以
進
徳
也
｡
修
辞
立
其
誠
'
所
以
居
業
也
｡｣
を
指
す
｡
こ
の
文
に
つ

い
て
は
､
『
語
類
』
の

｢易
｣
を
論
ず
る
箇
所
で
繰
-
返
し
議
論
さ
れ
る

が
'本
僕
の
趣
旨
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
は
'
｢易
五

乾
下
｣
(六
九
･

ヽ
ヽ

)7
)4)
の

｢林
安
卿
間
修
業
居
業
之
別
0
日
'
二
者
只
是

一
意
O
居
'
守

也
｡
逐
日
修
作
是
修
'
常
常
如
是
是
守
｡｣
や
同
じ
-

｢
一
箇
是
進
､
一
箇

是
居
O
進
'
如
日
知
其
所
亡
'
只
管
進
前
去
.
居
､
如
月
無
忘
共
析
能
､

只
管
日
日
徳
地
倣
｡｣
(六
九
･
)7
)9)
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
｡

｢
黒
搾
揮
｣
は
､
真
っ
黒
の
の
っ
ペ
-
し
た
状
態
を
形
容
す
る
語
｡
｢大

学
二

経
下
｣
(
1
五
･
286)
に
'
｢公
依
菖
是
要
安
排
'
而
今
只
且
就

事
物
上
格
去
｡
･･･-

若
須

待
官
自
然
費
了
'
方
理
合
官
'
1
年
都
能
埋
骨

ヽ
ヽ
ヽ

得
多
少
｡
聖
賢
不
是
数
人
去
黒
拝
幹
裏
守
著
｡｣
と
見
え
る
｡

｢鵬
突
｣
は
'
現
代
語
の
｢胡
塗
｣
に
同
じ
｡
｢性
理
一

人
物
之
性
急

質
之
性
｣
(四
･
80
)
の

｢
且
以
1
日
言
之
'
或
陰
或
晴
'
或
風
或
雨
'

ヽ
ヽ

或
寒
或
熱
'
或

清
爽
'或
鶴
突
oL
や
'
｢経
論
馬
学
之
方
｣
(八
･
)43)

の

｢学
者
須
是
直
前
倣
去
'
莫
起
計
獲
之
心
｡
如
今
説
底
'
恰
似
喜
卦
影

ヽ
ヽ

一
般
｡
吉
凶
未
鷹
時
'
一
場
鶴
突
'
知
他
是
如
何
｡
到
底
後
'
方
始
知
元

来
是
如
此
｡｣
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
'
ぽ
ん
や
-
し
て
い
る
こ
と
を

言
う
｡

｢善
時
｣
は
､
｢以
前
の
､
も
と
の
｣
の
意
｡
｢
理
気
下

天
地
下
｣
(二
･
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ヽ
ヽ

-∽)
の
｢自
走
日
月
褒
得
不
在
奮
時
庭
了
｡｣
と
い
う
例
が
わ
か
-
や
す
い
｡

｢縫
頒
｣
に
つ
い
て
は
'
前
稿
の
第
13
､
14
'
15
候
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

52

講
書
須
是
専

1
｡
責
這

1
句
､
且
埋
骨
這

1
句
O
讃
這

l
章
､

且
埋
骨
這

一
章
｡
須
是
見
得
此

一
章
徹
了
､
方
可
看
別
章
､
未
要
思

量
別
章
別
句
｡
只
是
中
心
定
気
在
這
遥
看
､
亦
不
可
用
心
思
索
大
過
､

少
間
却
損
了
精
神
｡
前
輩
云
､
講
書
不
可
不
敬
｡
敬
便
精
寺
､
不
走

了
這
心
｡

講
書
は
集
中
す
る
こ
と
が
大
切
だ
｡

T
句
を
読
む
な
ら
､
そ
の

一

句
に
取
-
組
む
｡

一
章
を
謹
む
な
ら
､
そ
の

〓
早
に
取
-
組
む
｡
そ

の

一
章
が
わ
か

っ
て
か
ら
､
他
の
章
を
み
れ
ば
よ
い
の
で
あ
-
､
別

の
章
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
考
え
て
は
い
け
な
い
｡
と
も
か
-
心
静
か

に
そ
の
箇
所
を
読
む
こ
と
が
大
切
で
､
と
や
か
-
考
え
す
ぎ
て
は
い

け

な

い

｡

そ
れ
で
は
､
す
ぐ
に
挫
け
て
し
ま
-
｡

先
達
は
'
｢講
書

は

敬

し

ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
｣
と
言
わ
れ
た
が
､
敬
し
め
ば
､
気
持
ち

が
集
中
し
て
心
が
ふ
ら

つ
か
な
-
な
る
｡
【記
録
者
名
を
映
-
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

敏

(荏
)

｢専

一
｣
は
'
集
中
す
る
こ
と
｡
『
語
類
』
の
特
に
講
書
法
を
論
ず

る
箇
所
に
は
頻
出
す
る
語
で
あ
る
が
'
本
候
と
同
趣
旨
の
文
脈
で
の
用
例

と
し
て
は
'
第
49
候
で
も
引
い
た

｢
訓
門
人
三
｣
(
二

五
･
2

776)
の
､

ヽ
ヽ

｢
又
日
､
講
書
須
是
孝

二

不
可
支
蔓
｡
且
如
諌
孟
子
'
其
間

引
挨
詩
書

虞
甚
多
｡
今
維
欲
検
本
文
'
但
也
只
須
看
此

一
段
'
便
依
啓
白
看
本
来
章

句
'
庶
幾
此
心
純

一
｡｣
が
挙
げ
ら
れ
る
｡

｢敬
｣
は
'
心
を
集
中
さ
せ
て
そ
の
状
態
を
保
つ
精
神
の
あ
-
か
た
を

ヽ

ヽ

言
-
O
こ
れ
は
'
｢所
謂
敬
老
'
主

l
之
謂
敬
｡｣
(『河
南
種
子
迫
害
』

一

五
)
の
よ
う
に
'
そ
も
そ
も
程
子
が
主
張
し
た
概
念
で
'
『
語
釈
』
で
も

そ
れ
は
緊
密
に
引
き
粒
が
れ
る
.
｢敬
｣
字
と
程
伊
州
の
思
想
に
つ
い
て

は
'
｢持
守
｣
(
一
二
･
207
-
)
に
繰
-
返
し
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
､
｢敬
｣

の
内
包
す
る
意
味
の
理

解

を

助

け
て
-
れ
る
の
で
'
こ
こ
に
引
い
て
お
-
｡

ヽ

｢程
先
生
所
以
有
功
於
後
学
者
'
最
是
敏
之

l
字
有
力
｡｣
(2
)0
)

I
｢敬
字
工
夫
､
乃
聖
門
第

l
義
､
徹
頭
徹
尾
'
不
可
頃
刻
間

断

｡
｣

(
2
)
0
)

｢為
撃
有
大
要
.
若
論
者
文
字
'
則
逐
句
看
播
去
｡
若
論
馬
撃
'
則

自

ヽ

ヽ

有
箇
大
要
｡
所
以
桂
子
推
出

一
簡
敬
字
典
学
者
説
'
要
且
婿
箇
敬
字
収
赦

箇
身
心
'
放
在
模
匝
子
裏
面
'
不
走
作
了
'
然
後
逐
事
逐
物
看
道
理
｡｣

(208)

と

'

学
問
に
お
け
る

｢敬
｣
の
重
要
性
を
言
い
'

ヽ

｢
只
敬
､
則
心
便

一
｡｣

(2)0
)

ヽ

｢
問
敬
0
日
'
不
用
解
説
､

只

整

斉
厳
粛
便
是
.｣
(
2
1
1
)

な
ど
は
'
い
ず
れ
も
精
細
を

一
つ
に
収
赦
さ
せ
る
こ
と
を

主

張

し
て
い
る
｡

1
万

『朱
子
譲
書
法
』
で
'
こ
の
候
は
数
箇
所
に
分
散
し
て
記
録
さ
れ

る
｡
巻

一
｢循
序
漸
進
｣
に
は
､
｢講
書
須
是
専

1
'
講
這

一
句
'

且
理

合
這

一
句
｡
讃
這

1
章
'
且
埋
骨
這

l
章
｡
須
是
見
得
此

1
章
徹
了
'
方
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可
看
別
章
'
未
要
思
量
別
章
別
句
｡
只
是
中
心
定
束
在
這
裏
看
｡｣'
巻
二

｢虚
心
滴
泳
｣
に
は
､
｢
只
是
平
心
定
気
在
這
裏
看
'
亦
不
可
用
心
思
索

太
過
､
少
間
榔
便
損
了
精
神
｡｣
'

さ
ら
に
'
巻
二
｢居
敬
持
志
｣
に
は
'

｢前
輩
云
'
講
書
不
可
不
敬
'
敬
便
精
幕
､
不
走
了
這
心
｡｣
と
み
え
る
｡

53

其
始
也
､
自
謂
百
事
能
､
其
終
也
､

1
事
不
能
｡
言
人
講
書
不

専
一
'
而
貴
多
贋
閲
之
弊
｡
個
｡

始
め
は
､
何
で
も
で
き
る
､
と
自
分
で
思
う
の
だ
が
'
結
局
は
､

一
つ
も
で
き
な
い
｡
[集
中
し
て
講
書
で
き
な
い
の
に
'
欲
張
っ
て
た
-
さ

ん
読
む
こ
と
の
弊
害
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
｡]
【沈
個
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
希
本

映

54

淀
観
博
取
､
不
苦
熱
講
而
精
思
｡
道
夫
｡

手
虞
-
大
量
に
讃
む
の
は
､
熟
議
し
て
じ

っ
-
-
考
え
る
の
に
及

ば
な
い
｡
[楊
道
夫
]

(症
)

｢熟
読
精
思
｣
は
､
『朱
子
講
書
法
』
の
章
名
に
も
な
っ
て
い
る
'

読
書
法
を
論
じ
る
際
の
朱
子
の
基
本
語
の
ひ
と
つ
｡

55

大
抵
親
書
先
須
熟
議
､
便
其
言
皆
若
出
於
吾
之
ロ
､
鮭
以
精
思
､

使
其
意
皆
若
出
於
吾
之
心
､
然
後
可
以
有
得
蘭
｡
然
熟
讃
精
思
既
暁

朱
子
語
数
璽

日法
篇
評
注
臼

(

興
膳
･
木
津
･
斉
藤
)

得
後
､
又
須
疑
不
止
如
此
､
庶
幾
有
進
.
若
以
為
止
如
此
臭
､
則
賂

不
復
有
進
也
｡

そ
も
そ
も
書
物
を
講
む
に
は
､
ま
ず
熟
議
し
て
､
そ
の
こ
と
ば
が

自
分
の
口
か
ら
出
た
も
の
の
よ
う
に
な
る
ま
で
に
せ
よ
｡
そ
れ
か
ら

じ

っ
-
-
考
え
て
､
そ
の
意
が
す
べ
て
自
分
の
心
か
ら
出
た
も
の
の

よ
う
に
す
る
の
だ
｡
こ
う
し
て
こ
そ
も
の
に
で
き
る
.
熟
語
し
じ

っ

-
-
考
え
て
理
解
で
き
た
後
に
､
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
は
ず
だ
が
､

と
い
う
疑
問
が
生
ま
れ
て
乗
れ
ば
､
ま
ず
進
歩
と
い
え
る
｡
こ
ん
な

と
こ
ろ
だ
ろ
う
､
と
思

っ
て
し
ま
え
ば
､
決
し
て
そ
れ
以
上
の
進
歩

は
な
い
｡
【記
録
者
名
を
敏
-
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
家
本

故

(注
)

本
候
か
ら
わ
か
る
よ
-
に
'
議
書
を
進
め
て
'
疑
問
の
な
か
っ
た

と
こ
ろ
に
疑
問
を
見
出
す
ま
で
に
な
る
こ
と
を
'
朱
子
は
学
習
課
程
の
重

要
な
l
段
階
に
据
え
て
い
る
｡
｢読
書
法
下
｣
(
二

･
186)
に
は
'
｢講

ヽ

'

ヽ

ヽ

書
無
疑
者
'
須
教
有
疑
｡
有
疑
老
'
却
葵
無
疑
'
到
這
裏
方
是
長
進
｡｣
と

い
う
風
に
､
さ
ら
に
問
題
を
し
ぼ
-
こ
ん
だ
撃
言
が
見
え
る
｡

56

書
須
熟
語
o
所
謂
害
'
只
是

一
般
O
然
講
十
適
時
'
輿
讃

1
適

時
格
別
｡
諌
百
適
時
'
輿
讃
十
遮
又
自
不
同
也
｡
履
孫
｡
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書
物
は
熟
語
せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡
書
物
自
腹
は
同
じ
で
も
､
十
回

諌
め
ば

1
度
講
ん
だ
時
と
は
や
は
-
違
う
し
､
百
回
諌
め
ば
､
十
回

謹
ん
だ
と
き
と
は
ま
た
お
の
ず
と
違

っ
て
-
る
の
で
あ

る
｡

【播
履

孫
】(荏

)

｢
一
般
｣
は
､
｢
一
様
｣
に
同
じ
｡

57

鳥
人
自
是
鳥
人
'
講
書
自
是
講
書
O
凡
人
若
講
十
遍
不
合
､
則

諌
二
十
遍
｡
又
不
合
､
則
讃
三
十
遁
至
五
十
遍
､
必
有
見
到
虞
｡
五

十
遁
喋
然
不
味
､
便
是
気
質
不
好
O
今
人
未
嘗
講
得
十
遍
､
使
道
不

可
暁
｡
力
行
｡

人
の
資
質
は
資
質
､
講
書
は
講
書
で
あ
る
｡
ふ
つ
う
､
十
回
読
ん

で
わ
か
ら
な
け
れ
ば
､
二
十
回
讃
み
､
な
お
わ
か
ら
な
け
れ
ば
三
十

回
､
五
十
回
と
蔑
め
ば
､
き

っ
と
わ
か
る
と
こ
ろ
が
あ
る
｡
五
十
回

議
ん
で
も
き

っ
ぱ
-
わ
か
ら
な
け
れ
ば
､
そ
れ
は
本
質
が
だ
め
な
の

だ
｡
近
頃
で
は
､
十
回
も
謹
ま
な
い
-
ち
に
､
す
ぐ
に
わ
か
ら
な
い

と
ぬ
か
し
お
る
｡
[王
力
行
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

必
有
見
到
底
1
必
有
見
虞

五
十
遁
隈
然
不
暁

1
到
五
十
通
院
然
不
味

(荏
)

｢鳥
人
｣
は

｢人
と
な
-
'
人
柄
｣
の
意
で
あ
る
が
､
こ
こ
で
は
'

草
間
を
す
る
上
で
の

｢資
質
｣
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
｡

｢
喋
然
｣
は
'
艮
っ
暗
な
こ
と
､
梅
じ
て
さ
っ
ぱ
り
理
解
で
き
な
い
こ
と
Q

｢気
質
｣'
こ
れ
も
資
質
と
解
し
う
る
語
で
あ
る
が
'
｢気
｣
と
い
う
語

を
含
む
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
'
さ
ら
に
本
源
的
'
先
天
的
な
も
の

を
指
す
｡
｢中
庸
三

第
二
十
章
｣
(六
四
･
)563)
の
｢
誠
是
天
理
之
箕

ヽ
ヽ

然
'
更
無
繊
竃
作
為
｡
聖
人
之
生
'
共
裏
受
滞
然
'
気
質
清
明
純
粋
'
全

是
此
理
'
更
不
待
修
馬
'
而
自
然
輿
天
馬

1
｡｣
か
ら
も
'
そ
れ
が
窺
え

る
｡『朱

子
諌
書
法
』
竜
三

｢熟
議
精
思
｣
に
は
'
｢凡
人
講
書
､
若
護
十

遍
不
合
'
則
文
意
二
十
遍
｡
又
不
合
､
則
護
三
十
過
重
五
十
遍
'
必
有
見

虞
｡
到
五
十
過
'
喋
然
不
味
'
便
是
束
質
不
好
｡
今
人
未
嘗
議
得
十
遍
'

使
道
不
可
暁
｡｣
と
あ
-
'
朝
鮮
古
寓
本
と
同
じ
文
面
と
な
っ
て
い
る
｡

(記
銀
者
)

王
力
行

字
は
近
思
｡
泉
州
岡
安
餅
の
人
｡
『師
事
年
致
』

に
は
末
掲
載
.
本
件
は
陳
柴
捷

『朱
子
門
人
』
の
考
鐙
に
よ
っ
た
.

58

李
敬
子
説
先
生
教
人
講
書
云
､
既
識
得
了
､
須
更
譲
百
十
遍
､

便
輿
自
家
相
乱
入
'
便
説
得
也
響
｡
今
学
者
本
文
備
且
未
熟
､
如
何

合
有
益
｡
方
子
｡

李
敬
子
は
､
先
生
が
謹
書
の
あ
-
方
を
次
の
よ
う
に
説
か
れ
た
と

語

っ
た
｡
｢文
章
を
理
解
し
た
ら
､

さ
ら
に
何
十
回
､

何
百
回
と
繰

-
返
し
讃
ん
で
､
自
分
自
身
で
し

っ
-
-
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
､
口
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に
出
し
て
も
よ
-
響
-
o
今
ど
き
の
学
問
を
す
る
者
は
､
本
文
も
ろ

-
に
呑
み
込
め
て
い
な
い
｡
こ
れ
で
は
役
に
立

つ
も
な
い
も
の
だ
｡
｣

【李
方
子
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

牧

(荏
)

李
敬
子
は
李
燐
の
こ
と
｡
南
康
軍
建
昌
際
の
人
.
『
師
事
年
致
』

の
考
謹

(2
)3)
に
よ
れ
ば
'
朱
子
か
ら
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
た
高
弟

の
一
人
で

あ

っ

た
が
'
そ
の
名
が

『
語
額
』
に
見
え
る
の
は
こ
の
俵
を
含

め
て
二
例
の
み
t
と
い
-
｡

｢
乳
入
｣
は
'
｢程
子
之
書
｣
(九
五

･2458)
に
｢如
輿
東
城
僧
説
話
'

ヽ
ヽ

固
是
他
朋
不
是
'
然
賂
是
伊
川
説
話
有

不
相
乱
入
虞
｡｣
と
い
う
用
例
が
見

え
る
O
こ
の
語
は

『
語
数
』
以
外
に
は
用
例
の
見
出
し

に
-
い
語
な
の
で

あ
る
が
'
文
脈
か
ら
は
明
ら
か
に
'
｢融
和
す
る
｡
ぴ
っ
た
-
調
和
す
る
｣

と
い
う
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
｡

｢説
得
饗
｣
は
､
｢話
が
よ
-
通
る
､
響
-
｣
｢
人
に
耳
を
傾
け
さ
せ
る
｣

の
意
o
次
に
挙
げ
る
の
は
､
陸
象
山
の
､
説
得
力
あ
る
話
ぶ
-
を
許
す
る

言
で
'
や
は
-

｢
説
得
響
｣
が
用
い
ら
れ
て
い
る
｡
な
お
'
こ
の
部
分
の

直
前
に
は
'
右
に
引
い
た

｢乱
入
｣
の
用
例
が
あ
る
｡

ヽ
ヽ
ヽ

｢
近
世
所
見
合
説
話
'
説
得
響
'
令
人
感
動
者
､
無
如
隆
子
静
｡｣
(｢程

子
之
書
｣
九
五
･
2458)

59

講
書
不
可
記
教
､
数
足
則
止
臭
.
毒
昌
.

講
書
で
は
､
回
教
を
数
え
て
は
い
け
な
い
｡

教
が
足
-
れ
ば
お
し

朱
子
語
額
諌
書
法
篇
評
注
0

(輿
膳
･
木
津
･
斎
藤
)

ま
い
に
な
る
か
ら
だ
｡
【呉
寿
昌
】

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

映

(注
)

『
朱
子
読
書
法
』
竜
三
｢熟
読
精
思
｣
に
､
｢講
書
不
可
記
敦
､
数

足
則
止
臭
｡｣
と
あ
る
｡

(記
録
者
)

臭
素
昌

字
は
大
年
｡
郡
武
軍
郡
武
豚
の
人
｡
『
師
事
年
致
』

に
は
未
掲
載
o
や
は
-

『朱
子
門
人
』
の
考
詮
に
よ
る
｡

60

講
教
以
貫
之
｡
古
人
謹
書
'
亦
必
是
記
過
敏
､
所
以
貫
通
也
｡

又
日
､
凡
講
書
､
且
徒

一
俵
正
路
直
去
｡
四
面
維
有
好
看
虚
､
不
妨

一
着
､
然
非
是
要
累
｡
佐
｡

｢
『
詞
赦
し
て
以
て
之
を
貫
-
』
と
あ
る
よ
う
に
､
古
人
も
議
書

に
際
し
て
は
､
何
度
も
教
え
て
や

っ
た
の
で
'
習
熟
で
き
た
の
だ
｡
｣

ま
た
言
わ
れ
た
､

｢凡
そ
講
書
す
る
に
は
､

正
道
を
ま

っ
す
ぐ
進
む

こ
と
｡
周
囲
に
面
白
そ
う
な
所
が
有

っ
て
､
ち

ょ
っ
と
見
て
み
る
の

は
よ
い
と
し
て
も
､
そ
れ
は
本
筋
で
は
な
い
｡
｣
【蒲
佐
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

所
以
貫
通
也
1
所
以
貫
通

佐
1
万
子

｢
又

日
｣
以
下
は
'
李
方
子
の
記
録
と
し
て
猫
立
し
て
候
を
起
こ
さ
れ
る
｡
そ

れ
に
差
し
替
わ
っ
て
'
双
行
住
の
形
で
'
｢
以
下
論
古
人
講
書
有
遠
敷
｣

と
績
-
0

(荏
)

｢訴
欺
～
｣
は
次
の
61
候
で
も
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
'
｢
故
高
教
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中
国
文
畢
報

第
四
十
九
筋

以
貫
之
'
思
索
以
通
之
､
馬
英
人
以
虞
之
'
徐
其
害
者
'
以
持
義
之
｣
と

い
う

『
育
子
』
勧
学
篇
中
の
こ
と
ば
D
繰
-
返
し
口
に
出
し
て
謹
む
こ
と
o

後
に
'
記
憶
暗
誘
す
る
意
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｡

『
朱
子
講
書
法
』
巻

1
｢
綱
領
｣
に
､
｢程
正
思
日
'
読
書
必
正
心
粛

容
'
計
過
激
熟
読
'
遠
敷
己
足
而
未
成
話
'
必
欲
成
講
o
遠
敷
未
足
､
稚

己
成
議
'
必
満
遠
敷
.

1
書
己
熱
'
方
責

T
書
｡
昏
務
法
観
'
母
務
強
記
o

非
聖
之
言
勿
讃
'
無
益
之
文
勿
観
.
先
生
嘉
其
言
｡｣
と
あ
る
｡

ま
た
'
｢
訓
門
人
九
｣

(
二
二

･2
9
)7)
に
は
､
｢講
書
須
是
成
詞
'

方
精
熟
｡｣
と
い
い
'
ま
た
横
窮
の

｢講
書
須
是
成
誼
｣
と
い
う
言
な
ど
を

引
い
て
'
聾
に
出
し
て
そ
ら
ん
ず
る
ま
で
学
ぶ
や
-
方
を
奨
励
し
て
い
る
｡

(記
録
者
)

輔
贋

字
は
漢
卿
'
潜
魔
と
も
翫
す
.
嘉
興
府
崇
徳
際
の
人
｡

『
師
事
年
致
』
20
9

61

湿
公
答

一
撃
著
書
'

説
篤
学
之
法
､

畢
有
子
四
句
云
､
｢詞
数

以
貫
之
､
思
索
以
通
之
､

馬
其
人
以
虞
之
､

除
其
害
以
持
義
之
｡
｣

有
子
此
説
亦
好
｡
詞
数
云
者
､
想
是
古
人
詞
書
亦
記
過
敏
｡
貫
字
訓

熟
､
如
習
貫
如
自
然
.
又
訓
通
､
誼
得
熱
､
万
能
通
暁
｡
若
詞
不
熱
､

亦
無
可
得
思
索
｡
虞
｡

司
馬
温
公
が
あ
る
学
徒
に
答
え
た
手
紙
に
は
､
学
問
の
方
法
を
説

-
に
､
『
有
子
』
の
四
句
を
畢
げ
て
い
る
｡
｢粛
教
し
て
以
て
之
を
貫

き
､
思
索
し
て
以
て
之
に
通
じ
､
そ
の
人
を
選
び
て
以
て
之
と
虚
-
､

そ
の
筈
を
除
き
て
以
て
こ
れ
を
持
養
す
｣
｡

苛
子
の
こ
の
説
も
な
か

な
か
良

い
｡

｢話
教
｣
と
い
う
か
ら
に
は
､

古
人
が
書
物
を
暗
誼
す

る
時
に
は
何
度
も
教
え
て
や

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
｡

｢貫
｣
の

字
は
､
た
と
え
ば

｢
習
貫
す
る
こ
と
自
然
の
如
し
｣
の
よ
う
に

｢熟
｣

と
訓
じ
た
-
'

｢
通
｣
と
訓
じ
た
-
す
る
｡

熟
す
る
ま
で
暗
諭
し
て

こ
そ
､
通
暁
で
き
る
の
だ
O
熱
す
る
ま
で
暗
話
し
な
け
れ
ば
､
思
索

す
る
な
ど
不
可
能
だ
｡
[輔
贋
】

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

温
公
1
司
馬
温
公

(注
)

｢
温
公
日
｣
は
､
司
馬
光
の
次
の
こ
と
ば
を
指
す
｡

｢孟
子
謂
曹
交
日
'
夫
造
岩
大
路
然
'
豊
難
知
故
0
人
病
不
求
耳
'
子

蹄
而
求
之
'
有
飴
師
｡
育
子
日
へ
学
者
誼
教
以
貫
之
'
思
索
以
通
之
'
馬

英
人
以
虞
之
'
除
其
害
以
義
之
｡
足
下
懐
察
二
子
之
言
'
則
雄
閉
門
求
之
'

道
烏
有
不
至
者
哉
｡
光
何
人
也
'
足
下
推
褒
之
過
'
而
督
真
之
重
'
響
之

若
指
江
河
､
而
使
濡
子
渉
蔦
'
必
不
敢
従
己
｡
不
宜
O
光
恐
悌
頓
首
｡｣

(｢答
明
端
太
祝
言
｣
『
温
国
文
正
公
文
集
』
巻
五
九
)

引
用
の
『
有
子
』
の
言
は
'
前
候
に
引
い
た
と
お
-
｡
そ
の

｢誘
致
｣

に
関
し
て
禽
握
は
､
｢諦
数
､
猶
講
説
也
'
穫
記
儒
行
篇
'
･･･-
正
義
日
'

数
'
説
也
｡｣
と
言
う
｡
こ
の
愈
握
の
注
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
へ
｢敷
｣
は

｢説
｣
と
理
解
さ
れ
る
も
の
だ
が
'
本
候
で
の
朱
子
の
翠
言
か
ら
'
｢数
｣

ヽ

と
い
う
字
を
含
む

｢訴
欺
｣
が

｢繰
-
返
し
て
讃
む
｣
の
意
で
あ
る
か
ら

に
は
'
そ
も
そ
も
古
人
は
教
え
な
が
ら
書
を
読
ん
だ
t
と
彼
が
考
え
て
い
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た
ら
し
い
こ
と
が
窺
え
る
｡

こ
れ
に
つ
い
て
は
'
｢訓
門
人
四
｣

(
一
一

六
･
280
6)
に
'
｢
又
目
'
育
子
云
'
説
教
以
貫
之
'
思
索
以
通
之
O
葡

数
'
即
今
人
讃
書
記
偏
教
也
'
古
人
議
書
亦
如
此
｡
只
是
有
刺
倣
得
郡
文

字
不
帖
律
庭
也
多
｡｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ

う
O
も
っ
と

も
､
朱
子
の
引
用
の
趣
旨
は
､
｢何
度
も
反
覆
し
て
讃
ん
で
そ
れ
に
習
熟

L
t
思
索
し
て
そ
れ
に
通
暁
L
t
人
格
で
そ
れ
に
封
虚
し
'
害
を
除
い
て

そ
れ
を
持
義
す
｣
と
い
う
こ
と
に
な
-
'
必
ず
し
も

『
菊
子
』
原
文
に
忠

窯
と
は
言
え
な
い
断
章
取
義
で
あ
る
｡
諾
文
で
の
訓
講
は
'
岩
波
文
庫
の

金
谷
治
氏
の
も
の
に
よ
っ
た
｡

｢
習
貫
如
自
然
｣
は
､
『
孔
子
家
語
』
七
十
二
弟
子
解

｢
孔
子
日
､
然

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

少
成
則
若
性
也
'
習
慣
若
自
然
也
｡｣
や
､
『漢
書
』
頁
誼
俸

｢
孔
子
日
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

少
成
若
天
性
'
習
貫
如
自
然
｡
(症
)
師
古
日
'
貫
亦
習
也
｡｣

に
見
え
る

こ
と
ば
｡
こ
こ
で
は
貫
は
習
と
訓
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
'
貫
を
通
と
も
訓
ず

る
例
は
'
『
港
南
子
』
時
則
の

｢貫
大
人
之
図
｣
に

｢貫
'
通
也
｣
と
注

し
､
ま
た

『史
記
』
禁
書
の

｢薩
栗
之
説
貫
乎
人
情
矢
｣
の
正
義
に

｢
貰
う

猶
通
也
｣
と
み
え
る
こ
と
な
ど
が
畢
げ
ら
れ
る
｡

こ
の
候
と
関
連
す
る

『
朱
子
讃
書
法
』
の
記
録
と
し
て
は
､
竜

一
｢綱

領
｣
に

｢
司
馬
温
公
課
為
寧
之
法
'
畢
有
子
四
句
云
'
甫
教
以
貫
之
'
思

索
以
通
之
'
馬
英
人
虞
之
'
除
其
害
以
持
義
之
｡｣
ま
た
'
竜

一
｢熟
語

精
思
｣
に
は
'
｢
又
日
'
葡
子
説
諭
敷
以
貫
之
'
見
得
古
人
詞
書
'
亦
記

遠
敷
'
貫
字
訓
熱
､
如
習
貫
如
自
然
へ
又
訓
通
､
諦
得
熱
'
方
能
得
通
暁
'

若
不
熟
､
亦
無
可
思
索
熟
談
下
同
O
凡
講
書
'
且
要
熱
漬
､
不
可
只
管
思
'

口
中
讃
則
心
中
閑
'
而
義
理
日
出
｡
某
之
始
撃
'
亦
如
是
爾
'
更
無
別
法
｡

朱
子
語
類
義
書
法
篇
評
注
臼

(興
膳
･
大
津
･
斉
藤
)

又
日
'
護
符
通
貫
後
'
義
理
日
出
｡｣
と
あ
る
の
が
､
参
考
に
な
る
｡

62

山
谷
興
李
幾
仲
帖
云
､
不
審
諸
経

･
諸
史
､
何
者
最
熟
｡
大
率

撃
老
害
博
､
而
常
病
不
精
｡
汎
濫
古
書
､
不
若
精
於

一
也
｡
有
除
力
､

然
後
及
請
書
､
則
渉
猟
諸
篇
亦
得
其
精
｡

蓋
以
我
親
書
'
則
虞
虞
得

益
｡
以
書
博
我
､
則
揮
奄
而
荘
然
O
先
生
深
喜
之
､
以
馬
有
補
於
学

者
｡
苦
海
｡

黄
山
谷
が
李
幾
仲
に
輿
え
た
書
簡
に
次
の
よ
う
に
あ
る
｡
｢
君
は
､

諸
経
や
諸
史
の
､
何
に
最
も
習
熟
し
て
い
る
の
か
し
ら
｡
だ
い
た
い

学
問
す
る
者
は
博
学
を
も
て
は
や
す

1
万
で
､
精
密
で
な
い
と
い
-

敏
郎
が
い
つ
も
あ
る
｡
百
の
書
物
を
手
首
た
-
次
第
に
讃
む
の
は
'

一
冊
の
書
を
精
讃
す
る
の
に
及
ば
な
い
｡
飴
力
が
で
き
て
'
そ
の
あ

と
で
請
書
に
手
を

つ
け
れ
ば
､
詩
篇
を
渉
猟
し
て
も
そ
の
精
華
を
我

が
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
自
分
を
主
鰹
に
し
て
書
物
を
讃
め

ば
､
至
る
と
こ
ろ
が
身
に
つ
-
が
､
書
物
を
主
鮭
に
し
て
自
分
を
博

め
よ
う
と
す
る
な
ら
､
書
物
を
手
放
し
た
後
に
は
何
も
洩
ら
な
-
な

る
｡
｣
先
生
は
と
て
も
こ
の
こ
と
ば
を
気
に
入
ら
れ
て
､
学
問
す
る
者

の
た
め
に
な
る
､
と
さ
れ
た
｡
[楊
苦
海
]
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(荏
)

｢
輿
李
幾
仲
帖
｣
の
出
典
は
不
明
｡
黄
山
谷
の

｢答
李
幾
仲
書
｣

と
い
う
書
簡
は

『濠
章
黄
先
生
文
集
』
巻
十
九
に
見
え
る
が
'
そ
こ
で
は

学
問
を
論
じ
は
す
る
も
の
の
､
本
保
に
引
-
よ
-
な
こ
と
ば
は
見
え
な
い
｡

幾
仲
と
は
李
大
方
の
字
｡
ま
た
の
字
を
臨
集
と
い
う
｡

な
お
'
本
俵
と
重
な
る
言
が
'
『
朱
子
読
書
法
』
金
一
｢循
序
漸
進
｣

に
見
え
､
そ
こ
で
は
63
候
と
本
懐
を
1
つ
に
ま
と
め
た
形
に
な
っ
て
い
る
0

少
し
長
-
な
る
が
'
本
讃
書
法
篇
と

『
朱
子
読
書
法
』
と
の
関
係
を
知
る

手
が
か
-
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
以
下
に
引
用
す
る
｡
｢凡
讃

一
件
'

要
精
這
一
件
'
一
件
着
得
精
'
其
他
書
亦
易
者
｡
嘗
愛
山
谷
輿
李
幾
仲
帖

説
読
書
法
甚
好
'
云
'
大
率
学
者
喜
博
､
而
嘗
病
不
精
｡
淀
濫
請
書
'
不

若
精
於
1
也
｡
有
能
力
'
然
後
及
請
書
'
則
渉
猟
諸
篇
､
亦
得
其
精
｡
蓋

以
我
親
書
､
別
虞
虞
得
益
O
以
書
博
我
'
則
揮
雀
而
荘
然
O｣

(記
録
者
)

楊
苦
海

楊
道
夫

(『師
事
年
致
』
-63)
の
子

か
｡
本
人
は

『師
事
年
致
』
に
未
掲
載
.
こ
こ
で
は

『
朱
子
門
人
』

の
考
鐙
に
よ
っ
た
｡

63

議
書
､
埋
骨

一
件
､
便
要
精
這

1
件
､
看
得
不
精
､
其
他
文
字

便
亦
都
草
草
看
了
｡

一
件
看
得
精
､
其
他
亦
易
看
｡
山
谷
帖
説
讃
書

法
甚
好
｡
淳
｡

書
物
を
謹
ん
で
､
何
か

一
つ
の
こ
と
が
ら
に
取
-
組
む
際
に
は
､

そ
れ
を
精
密
に
究
め
ね
ば
な
ら
な
い
｡
精
密
に
謹
ま
な
け
れ
ば
､
他

の
文
章
も
ま
た
い
い
加
減
に
讃
む
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
｡

一
つ
が

精
密
に
讃
み
込
め
れ
ば
､
そ
の
他
の
も
の
も
ま
た
読
み
や
す
-
な
る
｡

山
谷
の
書
簡
は
講
書
の
方
法
を
う
ま
-
語

っ
て
い
る
｡
[陳
淳
】

(校
勘
)

朝
鮮
古
霧
本

看
得
不
精
1
這

l.
件
看
得
不
精

草
草
看
了
0

1
件
1
草
草
責
了
O
若
此

l
件

(注
)

山
谷
の
書
簡
は
前
儀
に
既
出
の
も
の
を
指
す
｡

64

学
者
貴
倣
工
夫
､
便
看
得
義
理
不
精
｡
講
書
須
是
子
細
､
逐
句

逐
字
要
見
着
落
｡
若
用
工
粗
歯
､
不
務
栴
思
､
只
道
無
可
疑
虞
｡
非

無
可
疑
､
埋
骨
未
到
'
不
知
有
疑
爾
｡
大
抵
馬
琴
老
少
不
同
､
年
少

精
力
右
隣
､
須
用
無
害
不
讃
､
無
不
究
菟
其
義
｡
若
年
歯
向
晩
､
却

須
揮
要
用
功
､
讃

1
書
､
便
覚
後
来
難
得
工
夫
再
去
埋
骨
､
須
沈
滞

玩
索
､
究
極
至
虞
､
可
也
｡
蓋
天
下
義
理
只
有

一
箇
是
輿
非
而
己
｡

是
便
是
是
､
非
便
是
非
｡
耽
有
着
落
､
稚
不
再
議
､
自
然
道
理
決
拾
､

省
記
不
志
｡
讐
如
飲
食
､
従
容
岨
噂
'
其
味
必
長
｡
大
境
大
咽
､
終

不
知
味
也
｡
謀
｡

学
問
す
る
者
が
欲
張

っ
て
が
む
し
ゃ
ら
に
や
れ
ば
､
義
理
を
精
密

に
読
み
と
れ
な
-
な
る
｡
講
書
は
綿
密
に
'
句
ご
と
､
字
ご
と
に
落

ち
つ
-
と
こ
ろ
を
見
究
め
ね
ば
な
ら
な
い
｡
努
力
が
い
い
加
減
で
じ

っ
-
-
考
え
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
､
何
も
疑
わ
し
い
所
は
な
い
､
と
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思

っ
て
し
ま
-
｡
疑
わ
し
い
箇
所
が
な
い
の
で
は
な
-
'
取
-
組
み

方
が
不
十
分
だ
と
､
疑
わ
し
い
と
こ
ろ
の
存
在
に
束
づ
か
な
い
の
だ
｡

だ
い
た
い
､
学
問
を
す
る
に
も
年
齢
に
よ

っ
て
違
い
が
あ
る
｡
若

い

う
ち
は
精
力
に
除
裕
が
あ
る
か
ら
､
ど
ん
な
本
で
も
読
む
ぞ
'
と
こ

と
ん
義
を
究
め
る
ぞ
､
と
い
-
心
が
け
で
臨
む
べ
き
で
あ
る
｡
し
か

し
齢
を
取

っ
て
い
け
ば
､
要
所
を
し
ぼ

っ
て
努
力
す
べ
き
で
あ
る
｡

一
筋
の
書
を
読
む
に
も
､
そ
の
後
も
う

一
度
取
-
組
む
時
間
は
な
か

な
か
得
難

い
だ
ろ
う
か
ら
､
深
-
味
わ
い
思

い
を
巡
ら
し
､
徹
底
的

に
究
め
る
の
が
よ
い
｡
天
下
の
義
理
に
は
た
だ

一
つ
の
是
と
非
が
あ

る
だ
け
だ
｡
是
は
是
､
非
は
非
な
の
だ
｡
落
ち

つ
-
と
こ
ろ
が
見

つ

か
れ
ば
､
さ
ら
に
讃
ま
ず
と
も
､
お
の
ず
か
ら
道
理
が
し
み
わ
た
-
､

し

っ
か
-
憶
え
て
忘
れ
ら
れ
な
-
な
る
も
の
で
あ
る
｡
例
え
ば
､
飲

み
食

い
す
る
時
に
､
ゆ

っ
-
-
と
噛
み
砕
け
ば
､
き

っ
と
味
わ
い
は

潔
-
な
る
が
､
が

つ
が
つ
す
れ
ば
､
決
し
て
味
な
ど
わ
か
ら
な
い
よ

う
な
も
の
だ
｡
[周
議
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

妻
見
着
落
1
要
見
去
着

一
箇
-

T
千

朝
鮮
古
活
字
本

･
刊
本

夢
見
着
落
1
葵
見
去
薯

(注
)

｢着
落
｣
は
､
｢落
ち
つ
-
と
こ
ろ
｣
の
意
｡
｢著
落
｣
と
も
書
-
0

朱
子
は
'
道
理
に
は
お
の
ず
か
ら
落
ち
つ
-
と
こ
ろ
が
あ
-
､
そ
れ
を
見

朱
子
語
類
読
書
法
篇
評
注
3I
(興
膳
･
木
津
･
賓
藤
)

つ
け
る
こ
と
を
重
蔵
す
る
｡
『
語
類
』
で
の
こ
の
語
の
用
例
は
数
多
い
が
'

本
保
と
同
じ
文
脈
で
の
用
例
は
､
｢経
論
盛
挙
之
方
｣
(
二
･
)30)
の
｢学ヽ

者
工
夫
'
但
息
不
得
其
要
｡
若
是
尋
究
得
這
箇
道
理
'
自
然
頭
頭

有
箇
着

ヽ落
'
貫
通
決
沿
'
各
有
候
理
｡｣
や
'
｢読
書
法
下
｣
(
二

･
)77)
の
｢講

ヽ
ヽ

書
須
婿
心
貼
在
書
筋
上
､
逐
句
逐
字
'
各
有
着
落
､
方
始
好
商
量
O
大
凡

学
者
須
是
収
拾
此
心
'
令
専
静
純

一
'
日
用
動
静
間
都
無
馳
走
散
乱
'
万

始
看
得
文
字
精
暮
｡
如
此
'
方
是
有
本
領
｡｣
ま
た
'
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
文
句
の
'
｢
訓
門
人
八
｣
(
1
二
〇

･
290
))
の

｢講
書
須
清
心
帖
在

ヽ
ヽ

書
射
上
'
逐
字
看
得
各
有
薯
落
'
方

好
商

量
｡
須
是
収
拾
此
心
'
令
専
静

純

一
'
日
用
動
静
間
都
在
'
不
馳
走
散
乱
'
方
看
得
文
字
精
審
｡
如

此
'

方
是
有
本
領
｣
を
畢
げ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

｢
可
疑
虞
｣
は
､
第
55
俵
で
も
述
べ
た
よ
う
に
､
学
問
で
は
'
疑
問
を
感

じ
る
よ
-
に
な
る
段
階
を
経
ね
ば
進
歩
し
な
い
t
と
い
う
朱
子
の
考
え
にヽ

基
づ
い
た
主
張
｡
｢某
向
時
輿
朋
友
説
講
書
'
也
教
他
去
思
索
､
求
所
疑
｡

近
方
見
得
'
講
書
只
是
且
徳
地
虚
心
就
上
面
熟
読
'
久
之
自
有
所
得
'
亦

ヽ
ヽ

自
有
疑
虚
｡｣
(｢諌
書
法
下
｣
一
一
･
)86)
や
'
55
候
で
も
引
い
た
｢講
書

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

無
疑
老
'
須
教
有
疑
｡
有
疑
者
｡
却
要
無
疑
'
到
這
裏
方
是
長
進
｡｣
(｢讃

書
法
下
｣

二

･
)8
6)
に
端
的
に
表
明
さ
れ
る
.

学
問
の
方
法
は
'
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
る
t
と
い
う
主
張
も
､
『
語
類
』

の
中
で
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
｡
こ
こ
で
は
'
講
書
法
上
第
99
候
の

次
の
こ
と
ば
を
引
い
て
お
こ
う
｡
｢中
年
以
後
之
人
'
講
書
不
要
多
'
只

少
少
玩
索
'
自
見
道
理
.｣
(｢講
書
法
上
｣

1
〇

･
)75)

ヽ
ヽ

｢
玩
索
｣
は
'
じ
つ
-
-
味
わ
う
こ
と
｡
｢
玩
索

･
窮
究
'
不
可

一
麿
｡｣
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(｢讃
書
法
下
｣
二

･
)82)

｢阻
噛
｣
｢草
草
｣
は
'
議
書
の
態
度
の
上
で
'
慣
値
の
封
立
す
る
概

念
を
代
表
す
る
｡
｢蹄
去
各
倣
工
夫
'
他
時
相
見
'
却
好
商
量
也
｡
某
所

ヽ
ヽ

解
語
孟
和
訓
話
注
在
下
面
'
要
人
精
粗
本
末
'
字
字
馬
阻
噂
過
｡
此
書
､

ヽ
ヽ

某
日
三
十
歳
便
下
工
夫
'
到
而
今
改
猶
未
了
｡
不
是
草
革
看
者
､
且
蹄
子

細
O｣
(｢訓
門
人
四
｣
二

六
･
2799)
で
も
'
両
者
が
封
比
し
て
述
べ

ら
れ
る
｡

｢粗
歯
｣
は
'
お
お
ざ
っ
ぱ
で
薙
な
態
度
を
い
う
｡
｢要
倣
大
功
名
庶

ヽ
ヽ

人
'
趨
勢
護
密
､
未
聞
粗
魯
潤
略
而
能
有
成
者
O｣
(｢歴
代
二
｣
一
三
五
･

3230)
本

懐

も
50
候
と
同
趣
旨
の
飲
食
を
響
え
に
用
い
て
い
る
｡
50
保
の
注
を

参
照
さ
れ
た
い
｡

(記
銀
老
)

周
講

(
二

四
1
-
二
一〇
一
)

字
は
舜
弼
o
南
康
軍
建

昌
噺
の
人
｡
『師
事
年
致
』
-66

65

書
只
貴
讃
､
讃
多
自
然
暁
｡
今
即
思
量
得
､
寓
在
紙
上
底
､
也

不
済
事
'
終
非
我
有
､
只
貴
乎
讃
｡
這
箇
不
知
如
何
､
自
然
心
興
気

合
､
貯
暢
著
越
､
自
走
記
得
牢
｡
縦
鏡
熱
看
過
､
心
裏
思
量
過
､
也

不
如
讃
｡
請
来
講
去
､
少
間
暁
不
得
底
､
自
然
味
得
､
己
暁
得
者
､

越
有
滋
味
｡
若
是
讃
不
熱
､
都
投
這
般
滋
味
｡
而
今
未
設
讃
得
注
､

且
只
熟
議
正
経
､
行
住
坐
臥
､
心
常
在
此
､
自
然
暁
得
｡
嘗
思
之
､

講
便
是
撃
｡
夫
子
説
､
｢畢
而
不
思
則
岡
､
思
而
不
学
則
殆
'｣
畢
便

是
讃
｡
責
了
又
恩
､
思
了
又
讃
､
自
然
有
意
｡
若
讃
而
不
思
､
又
不

知
其
意
味
｡
思
而
不
語
ー
縦
便
暁
得
､
賂
是
廃
絶
不
安
｡

一
似
倍
待

人
乗
守
屋
相
似
､
不
是
自
家
人
､
絡
不
慮
自
家
使
喚
｡
若
讃
得
熟
､

而
又
思
得
精
､
自
然
心
輿
理

一
､
永
遠
不
忘
｡
某
奮
苦
記
文
字
不
得
､

後
楽
只
是
講
｡
今
之
記
得
者
､
皆
讃
之
功
也
｡
老
蘇
只
取
孟
子

･
論

語

･
韓
子
興
諸
聖
人
之
書
'
安
坐
而
讃
之
者
七
八
年
､
後
来
倣
出
許

多
文
字
如
此
好
｡
他
資
質
固
不
可
及
､
然
亦
須
着
如
此
讃
｡
只
是
他

讃
時
､
便
只
要
模
寓
他
言
語
､
倣
文
章
｡
若
移
此
心
輿
這
棟
資
質
去

講
究
義
理
'
郡
裏
得
来
｡
是
知
書
只
黄
熟
讃
､
別
無
方
法
｡
偶
｡

書
物
は
､
と
も
か
-
読
む
こ
と
が
大
切
で
､
何
度
も
諌
め
ば
お
の

ず
か
ら
わ
か
っ
て
-
る
｡
単
に
思
い
め
ぐ
ら
す
だ
け
で
は
､
紙
に
書

い
て
あ
る
こ
と
は
､
何
の
役
に
も
立
た
ず
､
決
し
て
自
分
の
も
の
に

は
な
ら
な
い
o
と
も
か
-
讃
む
こ
と
が
大
事
だ
O
ど
う
し
て
か
は
わ

か
ら
な
い
が
'
自
然
と
心
が
束
と
溶
け
合

っ
て
､
の
び
の
び
と
活
顎

に
な
-
'
お
の
ず
か
ら
し
っ
か
-
憶
え
ら
れ
る
｡
た
と
え
じ

っ
-
-

書
物
に
目
を
通
し
､
心
の
中
で
思
い
を
巡
ら
し
て
も
､
口
に
出
し
て

讃
む
の
に
は
及
ば
な
い
｡
繰
-
返
し
讃
ん
で
､
し
ば
ら
-
す
れ
ば
､
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わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
お
の
ず
か
ら
わ
か
っ
て
-
る
L
t
す
で
に

わ
か
っ
た
こ
と
は
､
い
っ
そ
う
味
わ
い
が
埼
し
て
-
る
｡
じ

つ
-
-

講
ま
な
け
れ
ば
､
決
し
て
そ
の
よ
う
な
味
わ
い
は
得
ら
れ
な
い
｡
注

を
読
む
こ
と
は
し
ば
ら
-
描
-
と
し
て
､
ま
ず
は
じ

っ
-
-
経
の
本

文
を
讃
む
の
だ
｡

一
日
中
寝
て
も
醒
め
て
も
､
心
が
そ
こ
に
あ
れ
ば
'

お
の
ず
か
ら
わ
か
っ
て
-
る
｡
い
つ
も
思
う
の
だ
が
､
讃
む
と
は
つ

ま
-
学
ぶ
こ
と
だ
｡
夫
子
は

｢学
び
て
思
わ
ざ
れ
ば
則
ち
岡
し
､
思

い
て
寧
ば
ざ
れ
ば
則
ち
殆
し
｣
と
言
わ
れ
た
が
､
学
ぶ
と
は
つ
ま
-

謹
む
こ
と
だ
｡
讃
ん
で
は
思
い
､
思

っ
て
は
ま
た
読
ん
で
い
け
ば
､

お
の
ず
か
ら
面
白
み
が
出
て
-
る
｡
も
し
も
讃
む
だ
け
で
思
わ
な
け

れ
ば
､
そ
の
味
は
わ
か
ら
な
い
し
､
思
い
は
し
て
も
読
ま
な
け
れ
ば
､

た
と
え
わ
か
っ
た
と
し
て
も
､
結
局
は
ぐ
ら
ぐ
ら
と
不
安
定
な
も
の

で
し
か
な
い
｡
ち
ょ
う
ど
人
に
家
の
番
を
し
て
も
ら
う
よ
う
な
も
の

で
､
身
内
で
な
け
れ
ば
'
結
局
は
身
内
の
よ
う
に
使
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
｡
じ

つ
-
-
讃
み
込
ん
だ
上
に
思
い
も
精
密
で
あ
れ
ば
､
お

の
ず
か
ら
心
が
理
と

一
つ
に
な

っ
て
､
決
し
て
忘
れ
は
し
な
い
の
で

あ
る
｡
わ
た
し
は
音
文
章
が
憶
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
憎
ん
だ
も
の
だ

が
､
後
で
ひ
た
す
ら
講
む
こ
と
に
徹
し
た
｡
今
で
も
憶
え
て
い
る
の

朱
子
語
頼
汝
書
法
篇
諸
注
目

(興
膳
･
木
津
･斎
藤
)

は
､

ひ
と
え
に
讃
ん
だ
お
か
げ
で
あ
る
｡

老
蘇

(蘇
淘
)
は
､
『
孟

子
』
･
『
論
語
』
･
韓
愈
や
諸
聖
人
の
著
作
だ
け
を
､
腰
を
落
ち
つ
け

て
七
八
年
読
み
､
後
に
書
い
た
多
-
の
文
章
は
か
-
も
す
ぼ
ら
し
い
｡

彼
の
資
質
は
も
と
よ
-
及
ぶ
べ
-
も
な
い
が
､
や
は
-
こ
の
よ
う
に

読
ま
な
い
と
い
け
な
い
｡
た
だ
彼
が
読
ん
で
い
た
時
に
は
､
も

っ
ぱ

ら
他
人
の
こ
と
ば
を
虞
似
て
文
章
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
｡
も
し
も
､

そ
の
心
と
資
質
を
義
理
を
講
究
す
る
方
に
振
-
向
け
て
い
た
ら
'
す

ぼ
ら
し
か
っ
た
の
に
｡
こ
こ
か
ら
も
､
書
物
は
熟
議
す
る
こ
と
が
肝

要
で
､
他
に
方
法
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
｡
[沈
個
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

鉄

朝
鮮
古
活
字
本

即
1
只
､
廃
酸
1
姫
穐

朝
鮮
刊
本

即
-
只

郡
裏
得
爽
1
那
裏
得
爽

(荏
)

｢
讃
｣
は
こ
の
章
全
鮭
を
通
じ
て
'
61
俵
で
の
｢詞
｣
と
同
様
の

含
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
'
諸
の
上
で
は
'
煩
雑
を
避
け
'
単
に

｢謹

む
｣
と
の
み
す
る
こ
と
が
あ
る
｡

｢護
越
｣
は
生
き
生
き
と
動
-
こ
と
を
言
-
｡
『語
額
』
で
の
用
例
は
'

ヽ
ヽ

｢仁
便
有
箇

流
動
護
越
之
意
､
然
共
用
則
慈
柔
｡
義
便
有
箇
商
量
徒
宜
之

義
'
然
共
用
則
決
裂
｡｣
(｢性
理
三

仁
義
薩
智
等
名
義
｣
六
･
)2))
や
'

｢近
来
撃
者
'
如
障
泉
人
物
'
於
道
理
上
顎
得
都
浅
'
都
是
作
文
時

'

文

ヽ
ヽ

采
費
越
粂
然
可
観
.｣
(｢訓
門
人
三
｣
二

五
･
2782)

な
ど
｡
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｢脆
脆
｣
は
不
安
定
な
状
態
を
形
容
す
る
讐
聾
の
語
｡
｢脆
楯
｣
も
同
じ
O

ヽ
ヽ

そ
も
そ
も
は
'
『
易
』
困
卦
､
｢
因
子
意
薗
'
干
雛
栃
｡
(荏
)
行
則
纏
続
､

居
不
獲
安
｡

(疏
)
動
揺
不
安
之
貌
｡｣
に
み
え
る
語
｡
『
語
釈
』
の
中
で

は
､
｢
大
学

一

経
上
｣
(
l
四

･
2
74
)
に
'
｢
問
'
静
而
後
能
安
｡
日
'

ヽ
ヽ

安
'
只
是
無
脆
脆
之
意
｡
才
不
紛
擾
'
便
安
｡｣
と
あ
る
o
ま
た
､
文
字

は
｢臭
冗
｣
に
つ
-
る
も
の
の
へ
｢
論
語
六

為
政
篇
下

(
二
四

･
58
5
)｣

に
も
'
｢
恩
典
撃
字
相
封
説
｡
学
這
事
､
便
思
這
事
｡
人
説
這

事
合
悠
地

倣
'
自
家
不
曾
思
量
這
道
理
是
合
如
何
へ
則
同
然
而
己
｡
岡
'
似
今
人
説

ヽ
ヽ

岡
雨
｡
既
思
得
這
事
'
若
不
去
倣
這
事
'
便
不
熟
'
則
泉
北
不
安
｡｣
と

あ
る
の
も
'
同
じ
意
味
の
用
例
と
し
て
参
考
と
な
ろ
う
｡

｢行
住
坐
臥
｣
は
'
俳
教
語
で
日
常
生
活
の
基
本
動
作
を
言
い
'
こ
れ

を
｢
四
威
儀
｣
と
絶
栴
す
る
.
｢
訓
門
人
四
｣
(
二

六

･
2
80
5
)
に
､
｢憩

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

書
者
常
勝
此
身
葬
在
此
書
中
'
行
住
坐
臥
､
念
念
在
此

'
誓
以
必
暁
徹
筏

期
｡｣
｢
守
屋
｣
は
'
｢
守
舎
｣
に
同
じ
｡
家
の
番
を
す
る
こ
と
｡

読

ん
で
い
る
封
象
を
常
に
心
に
保
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
へ
と
い
う

主
張
は
'
｢
論
語

l

語
孟
綱
領
｣
(
l
九

･
4
3
4
)
の
､
｢
論
語

1
日
只
看

1
段
'
大
故
明
白
底
'
則
看
両
段
｡
須
是
専

一
'
自
早
至
夜
､
錐
不
語
へ

亦
普
滴
泳
在
胸
次
'
如
有

一
件
事
未
了
相
似
'
到
晩
却
把
来
商
量
｡
｣
な

ど
'
随
所
に
見
ら
れ
る
｡

こ
こ
で
引
か
れ
る
蘇
絢
の
故
事
は
'
｢
上
欧
陽
内
翰
第

一
書
｣
(
『嘉
拓

集
』
巷
十

一
)
に
蘇
拘
自
ら
次
の
よ
-
に
語
る
の
に
基
づ
-
｡
｢
由
是
壷
焼

嚢
時
所
露
文
数
百
篇
'
取
論
語

･
孟
子

･
韓
子
及
其
他
聖
人
賢
人
之
文
'

而
冗
然
端
坐
終
日
以
讃
之
者
七
八
年
｡

･･････時
既
久
､
胸
中
之
吉
日
益

多
'
不
能
自
制
､
試
出
而
書
之
､
己
而
再
三
讃
之
､
揮
滞
乎
餐
其
来
之
易

臭
｡｣
と
こ
ろ
で
､
蘇
絢
を
論
評
す
る
言
は

『
語
類
』
に
多
-
見
ら
れ
る
｡

総
じ
て
朱
子
は
､
彼
の
学
問
の
全
線
に
封
し
て
は
'
大
い
に
意
見
が
あ
っ

た
ら
し
い
こ
と
が
窺
え
る
｡
し
か
し
そ
の
1
万
で
､
彼
の
資
質
に
つ
い
て

は
'
｢
易

九
換
｣

(七
三
･
)8
64
)
に

｢
老
蘇
天
賀
高
'

又
書
籍
文
章
｣

と
い
う
ふ
う
に
'
本
保
と
同
様
'
相
富
の
評
債
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
｡
そ
し
て
'
彼
が

｢
論
語

･
孟
子

･
韓
子
及
其
他
聖
人
賢
人
之
文
｣
の

み
を
ひ
た
す
ら
讃
ん
だ
t

と
い
う
部
分
は
､
｢
論
語

一

語
孟
綱
領

(
一

九

･
4
40
)｣
の
'
｢
聖
人
言
語
只
熟
讃
玩
味
'
道
理
自
不
難
見
｡
-
･･･如

老
蘇
輩
'

只
讃
孟
韓
二
子
'
便
朝
鮮
得
許
多
文
章
出
来
O
且
如
攻
城
'

四

面
牢
牡
､
若
攻
得

一
面
破
時
'
這
城
子
己
是
自
家
底
了
､
不
待
更
攻
得
部

三
両
'
万
人
得
去
｡
初
学
固
是
要
看
大
挙
論
孟
｡
若
頭
得
大
学

1
書
透
徹
､

其
他
責
都
不
費
力
'
筒
底
便
見
｡｣
や
､
｢
訓
門
人
九
｣
(
二

二

･
2
9)8
)

の

｢
嘗
見
老
練
説
他
講
書
､
孟
子

･
論
語

･
韓
子
及
其
他
聖
人
之
文
､
冗

然
端
坐
終
日
以
講
書
者
七
八
年
｡
方
其
始
也
'
入
其
中
而
憤
然
｡
博
観
於

其
外
而
寂
然
以
驚
､
及
其
久
也
'
讃
之
益
精
､
而
其
胸
中
黙
然
以
明
'
若

人
之
言
固
営
然
者
､
猶
末
敢
日
出
其
言
也
｡
時
既
久
'
胸
中
之
吉
日
益
多
'

不
能
自
制
､
試
出
而
書
之
､
己
而
再
三
諌
之
'
滞
滞
乎
覚
其
来
之
易
失
｡｣

な
ど
､
本
懐
と
同
じ
-
道
理
を
追
求
す
る
学
徒
を
鼓
舞
す
る
文
脈
に
お
い

て
し
ば
し
ば
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
｡

さ
て
'
朱
子
は
各
所
で
'
文
人
が
作
文
の
た
め
だ
け
に
大
き
な
努
力
を

沸
う
こ
と
を
批
判
し
'

一
方
で
そ
れ
を
引
き
合
い
に
出
し
っ
つ
'
理
学
の

徒
に
は
そ
れ
以
上
の
努
力
を
求
め
て
い
る
の
だ
が
'
次
に
'
蘇
拘
以
外
の
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文
人
に
関
し
て
同
様
の
批
判
を
行
っ
て
い
る
例
を
い
-
つ
か
畢
げ
て
お
-
0

｢
只
如
韓
退
之

･
老
蘇
作
文
童
'
本
自
腹
妥
緊
事
｡
然
他
大
段
用
功
'

少
聞
方
合
漸
漸
増
去
郡
許
多
都
俗
底
言
語
'
換
了
箇
心
胸
､
説
這
許
多
言

語
出
来
O｣
(｢
自
論
馬
琴
工
夫
｣

l
〇
四
･
2
6
)3
)

｢
間
､
東
城
興
韓
公
如
何
0
円

'
平
正
不
及
韓
公
｡
東
城
説
得
高
妙
虞
､

只
是
説
俳
'
其
他
虞
又
皆
粗
｡
又
問
'
欧
公
如
何
｡
日
'
浅
｡
久
之
'
又

日
'
大
概
皆
以
文
人
自
立
｡
平
時
講
書
､
只
把
倣
考
究
古
今
治
乱
興
衰
庶

事
'
要
倣
文
章
'
都
不
曾
向
身
上
倣
工
夫
'
平
日
只
是
以
吟
詩
飲
酒
戯
諺

度
日
.｣
(｢
本
朝
四

自
照
寧
至
靖
康
用
人
｣
(
一
三
〇

･
3
t
t3
)

｢
若
～
郡
裏
得
来
｣

は
事
賓
に
反
す
る
こ
と
を
候

想
す
る
と
き
の
熟
し

た
句
法
｡
｢
も
し
～
で

あ
っ
た
ら
､
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
に
｣
｡
本
懐
と
同

様
'
文
人
を
引
き
合
い
に
出
し
て
理
学
の
徒
の
奮
起
を
促
す
趣
旨
を
述
べ

る

｢
自
論
馬
挙
工
夫
｣
(
一
〇
四

･
2
62
1)
の
記
録
に
'
こ
の
句
法
を
用
い

た
箇
所
が
見
ら
れ
る
の
で
'
少
し

長

い

が

以
下
に
引
い
て
お
-
｡
｢
而
今

入
着
文
字
'
全
然
心
粗
｡
末
論
説
道
理
'
只
是
前
輩

一
様
文
士
､
亦
是
用

ヽ

幾
多
工
夫
'
方
倣
待
成
､
他
工
夫
更
多
｡
若
以
他
這
心
力
移
在
道
理
上
､

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

郡
裏
得
来
.
如
韓
文
公
答
李
胡

一
書
輿
老
蘇
上
欧
陽
公
害
､
他
直
如
此
用

工
夫
｡
末
有
萄
然
而
成
者
｡
欧
陽
公
則
就
作
文
上
改
換
､
只
管
括
磨
'
逐

旋
捷
賂
去
､
久
之
'
漸
漸
按
摩
得
光
｡
老
蘇
則
直
是
心
中
都
透
熱
了
'
方

出
之
於
書
｡
看
他
僧
工
夫
更
難
'
可
情
｡
若
移
之
於
此
'
大
段
可
畏
｡

看
乗
前
輩
以
至
敏
之
才
而
倣
至
鈍
底
工
夫
へ
今
人
以
至
純
之
才
而
欲
為
至

敏
底
工
夫
'
渉
猟
看
過
へ
所
以
不
及
古
人
也
｡｣
こ
れ
以
外
に
は
､
以
下

ヽ

の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
｡
｢
太
宗
毎
日
看
太
平
鹿
記
数
奄
'
若
能
推
此
心

朱
子
語
薪
諌
書
法
篇
評
注
臼

(

典
膳
･
木
津
･
斎
藤
)

去
講
撃
､
郡
裏
得
来
｡｣

(｢
本
朝

1

太
宗
晃
宗
朝
｣

1
二
七

･
3044)

｢
紳
宗
極
聡
明
'
於
天
下
事
無
不
通
暁
'
虞
不
世
出
之
主
'
只
是
頭
頭
散

得
不
中
節
拍
o
如
圭
介
甫
為
相
'
亦
是
不
世
出
之
賓
へ
只
緑
学
術
不
正
常
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

逐
懐
天
下
｡
便
所
宗
得

1
真
備
而
用
之
'
那
裏
得
来
O
此
亦
気
教
使
然
｡

天
地
生
此
人
'
便
有
所
偏
了
｡
可
情
'
可
情
｡｣
(｢
本
朝

一

両
宗
朝
｣

1
二
七

･
304
6

)

本
棟
に
該
常

す

る
言
は
'
『
朱
子
讃
書
法
』
で
は
竜

一
｢熟
読
精
思
｣

に
'
｢今
入
着
文
字
'
全
心
慮
'
前
輩
文
士
亦
用
幾
多
工
夫
'
方
倣
得
成
｡

若
用
之
道
理
上
､
郡
裏
得
来
O
如
韓
文
公
答
李
喝

1
書
輿
老
蘇
上
欧
陽
書
'

直
如
此
用
工
夫
'
未
有
萄
然
而
成
者
｡
欧
陽
則
就
作
文
上
改
換
､
只
管
括

摩
'
逐
旋
埋
婿
去
'
久
久
漸
漸
括
摩
得
光
O
老
蘇
直
是
心
中
都
透
熟
了
'

方
出
之
書
｡
看
他
所
用
工
夫
更
難
｡
前
輩
以
至
敏
之
才
而
敬
重
鈍
工
夫
'

今
人
以
至
鈍
之
才
而
欲
馬
至
敏
之
工
夫
'
所
以
程
子
日
'
参
也
蓑
以
魯
得

之
.
精
旧軍
同
｣
と
記
録
さ
れ
て
い
る
0

66

講
書
之
法
､
讃

一
遍
了
､
又
思
量

一
遍
｡
思
量

一
遍
､
又
讃

一

遍
｡
讃
雨
着
'
所
以
助
其
思
量
､
常
数
此
心
在
上
面
流
韓
｡
若
只
是

口
裏
責
､
心
裏
不
思
量
､
看
如
何
也
記
不
子
細
｡
又
云
､
今
緑
文
字

印
本
多
､
人
不
着
心
講
｡
漢
時
諸
儒
以
経
相
授
者
､
只
是
暗
詞
､
所

以
記
得
牢
､
故
共
析
引
書
句
､
多
有
錯
字
｡
如
孟
子
所
引
詩
書
亦
多

錆
､
以
其
無
本
､
但
記
得
耳
｡
偶
｡
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｢講
書
の
し
か
た
は
'

諌
ん
で
は
思
い
を
遅
ら
せ
'
思
い
を
遅
ら

せ
て
は
ま
た
讃
む
こ
と
だ
｡
口
に
出
し
て
讃
む
の
は
､
思
い
を
遅
ら

す
助
け
に
な
-
､
心
が
常
に
そ
こ
に
あ

っ
て
は
た
ら
-
よ
う
に
す
る

の
だ
｡
も
し
も
単
に
口
先
で
読
む
だ
け
で
､
心
で
何
も
考
え
な
か
っ

た
ら
'
い
-
ら
目
を
通
し
て
も
子
細
に
憶
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡｣

ま
た
言
わ
れ
た
｡

｢
い
ま
は
印
刷
し
た
書
物
が
多
い
の
で
､

人
は
心

を
こ
め
て
読
も
う
と
し
な
い
｡
漠
代
の
学
者
た
ち
が
経
を
停
授
し
た

の
は
'
も

っ
ぱ
ら
暗
前
に
た
よ
っ
て
い
た
の
で
､
し

っ
か
-
憶
え
た
o

だ
か
ら
彼
ら
の
引
-
文
句
に
は
､

字
の
間
違
い
が
よ
-
あ
る
｡
『

孟

子
』
で
引
か
れ
る

『詩
』
や

『書
』
の
こ
と
ば
に
も
間
違
い
が

多

い

の
は
､

書
物
が
無
-
て
､

記
憶
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
｡
｣

[沈
偶
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
拓
本

｢上
面
琉
極
O
若
只
｣
以
下
が
'
前
葉
の
頭
に

緯
-
乱
丁
が
見
ら
れ
る
｡
今
緑
文
字
印
本
多
1
今
緑
文
字
印
本
多
少
｡
偶

1
敏

(荏
)

漠
代
の
学
者
が
'
口
承
で
学
問
を
俸
え
た
こ
と
は
､
例
え
ば
'
『漢

書
』
儒
林
伏
生
侍
の
顔
師
古
の
注
に
'
｢衛
宏
定
古
文
尚
書
序
云
､
伏
生

老
'
不
能
正
言
､
言
不
可
暁
也
'
使
其
女
俸
吉
敷
(覗
)鍔
｡
轡
人
語
多
輿

穎
川
異
'
錯
所
不
知
老
凡
十
二
三
､
略
以
其
意
展
読
而
己
｡｣
と
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
窺
え
る
O

『孟
子
』
に
『詩
』
『書
』
の
引
用
が
多
い
と
い
う
の
は
'
｢訓
門
人
三
｣

(
二

五
･
2776)
の
｢
又
日
'
講
書
須
是
尊

l
t
不
可
支
蔓
｡
且
如
讃

孟
子
'
其
間
引
援
詩
書
庭
甚
多
｡
今
錐
欲
検
本
文
'
但
也
只
須
看
此
1
段
へ

便
依
膏
自
看
本
来
章
句
'
庶
幾
此
心
純

一
｡｣
な
ど
に
も
み
え
る
言
で
あ
る

が
'
間
違
い
が
多
い
と
い
う
費
言
は
､
他
所
で
は
見
出
せ
な
い
｡

67

今
人
所
以
講
書
苛
簡
者
､
緑
書
皆
有
印
本
多
了
.
如
古
人
皆
用

竹
筒
､
除
非
大
段
有
力
庶
人
方
倣
得
｡
若

1
介
之
士
､
如
何
置
.
所

以
後
漠
呉
恢
欲
殺
育
以
寓
漢
書
､
其
子
典
拓
諌
日
､
｢此
書
若
成
､
則

載
之
車
両
｡
昔
馬
援
以
意
意
興
誇
､
王
陽
以
衣
嚢
微
名
｣
､
正
此
謂
也
.

如
黄
斬
在
獄
中
徒
夏
侯
勝
受
書
､
凡
再
臨
冬
而
後
停
o
蓋
古
人
無
本
､

除
非
首
尾
熟
背
得
方
得
｡
至
於
講
前
者
､
也
是
都
背
得
､
然
後
従
師

受
撃
｡
如
東
城
作
李
氏
山
屠
蘇
書
記
､
郡
時
書
猶
自
難
得
｡
晃
以
遺

嘗
欲
得
公

･
穀
侍
､
遍
求
無
之
､
後
得

一
本
､
方
停
寓
得
｡
今
人
達

寓
也
自
厭
煩
了
､
所
以
講
書
萄
筒
｡
鉄
｡

近
頃
の
人
が
講
書
を
お
ざ
な
-
に
す
る
の
は
､
印
刷
さ
れ
た
書
物

が
多
-
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
｡
昔
の
人
は
竹
筒
を
用
い
て
い
た
の
で
､

大
勢
な
有
力
者
で
あ

っ
て
は
じ
め
て
も
の
に
で
き
た
0

1
介
の
読
書

人
が
､
ど
う
し
て
そ
れ
を
も
て
た
ろ
う
｡
だ
か
ら
後
漢
の
呉
快
が
竹
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簡
を
作

っ
て

『
漢
書
』
を
寓
そ
う
と
し
た
時
､
息
子
の
呉
拓
が
､
｢書

物
が
で
き
あ
が

っ
た
ら
､
車
に
載
せ
ね
ば
な
-
ま
せ
ん
｡
昔
馬
接
は

ハ
ト
ム
ギ
の
せ
い
で
誹
誘
さ
れ
､
王
陽
は
衣
装
入
れ
の
せ
い
で
悪

い

噂
を
立
て
ら
れ
ま
し
た
｡
｣
と
諌
め
た
の
は
､
ま
さ
に
こ
の
こ
と
な
の

だ
｡
黄
覇
が
獄
中
で
夏
侯
勝
に

『
蘭
書
』
を
授
け
た
と
き
に
も
'
た

っ
ぷ
-
二
冬
を
越
し
て
や

っ
と
停
え
終
わ

っ
た
｡
な
ぜ
な
ら
､
昔

の

人
は
本
を
持
た
な
か

っ
た
の
で
､
初
め
か
ら
終

い
ま
で
す

っ
か
-
憶

え
る
他
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
｡
講
義
を
受
け
る
に
も
､
や
は
-
す

べ
て
暗
記
し
て
し
ま

っ
て
か
ら
､
師
に
学
問
を
授
か

っ
た
｡
た
と
え

ば
､
東
城
の

｢李
氏
山
房
戒
書
記
｣
を
見
れ
ば
､
そ
の
常
時
で
も
書

物
は
得
難

い
も
の
で
あ

っ
た
｡

晃
以
遠
は

『
公
羊
停
』

『
穀
梁
停
』

を
手
に
入
れ
た
い
と
思
い
､
あ
ち
こ
ち
探
し
回

っ
て
も
見

つ
け
る
こ

と
が
で
き
ず
､
後
に
な

っ
て

一
本
を
手
に
入
れ
､
よ
う
や
-
筆
寓
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
｡
い
ま
は
､
寓
す
こ
と
す
ら
面
倒
が

っ

て
､
そ
れ
で
講
書
が
お
ざ
な
-
に
な
る
の
だ
｡
[董
鉄
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

鉄

朝
鮮
古
活
字
本

載
之
車
両
-
載
之
東
南

(荏
)

｢萄
簡
｣
は
'
お
ざ
な
-
な
態
度
を
い
-
語
｡
『
語
類
』
で
の
用

朱
子
語
頼
読
書
法
篇
評
注
臼

(興
膳
･
木
浮
｡
斎
藤
)

例
は
'
｢
訓
門
人
四
｣
(
二

六

･
2798)
に

｢間
｡
承
先
生
賜
敦
講
書
之

法
'
如
今
看
来
'
聖
賢
言
行
'
本
無
相
違
｡
其
間
所
以
有
可
疑
者
'
只
是

不
逐
虞
研
究
得
通
透
､
所
以
見
得
砥
悟
｡
若
虞
箇
逐
虞
逐
節
逐
段
見
得
精

ヽ
ヽ

切
'
少
間
却
自
到
貫
通
地
位
｡
日
'
固
是
｡
如
今
若
萄
簡
看
過
'
只

l
虞
'

便
自
兼
官
理
合
得
了
'
却
要
別
生
疑
義
'
徒
労
無
益
｡｣
と
見
え
る
｡

本
保
で
引
か
れ
る
典
拓
の
故
事
は
'
『後
漢
書
』
畏
縮
博
に
次
の
よ
う

に
見
え
る
も
の
に
基
づ
-
｡
｢
恢
欲
殺
青
簡
以
寓
経
書
'
蕗
諌
日
'
-
…

此
書
若
成
､
則
載
之
兼
両
｡
昔
馬
授
以
意
萩
興
誘
'
王
陽
以
衣
暴
徴
名
へ

嫌
疑
之
間
'
誠
先
賢
所
慎
也
｡｣

｢
殺
青
｣
は
'
竹
の
油
分
を

抜
い
て
竹
筒
を
作
る
工
程
の
こ
と
｡
具
鰻

的
な
作
業
に
つ
い
て
は
'
『
風
俗
通
義
』
伏
文
に

｢殺
青
書
可
繕
寓
｡
謹

案
'
劉
向
別
錬
日
'
殺
青
老
'
直
治
青
竹
作
簡
書
之
耳
｡
新
竹
有
汗
'
善

朽
衰
'
凡
作
簡
者
へ
皆
於
火
上
条
乾
之
､
陳

･
楚
之
間
謂
之
汗
､
汗
者
'

去
其
汗
也
o
典

･
越
目
殺
'
殺
亦
治
也
｡
劉
向
馬
孝
成
皇
帝
典
校
書
籍
'

二
十
飴
年
､
皆
先
苦
竹
､
馬
易
刊
定
'
可
繕
寓
老
'
以
上
素
也
｡
由
是
言

之
'
殺
青
老
竹
'
斯
為
明
夫
O
今
東
親
書
'
竹
素
也
｡｣
と
あ
る
の
が
'

参
考
に
な
る
｡

馬
接
の
故
事
は
､
『後
漢
書
』
馬
援
侍
に
'
｢初
'
援
在
交
祉
'
常
餌
意

放
棄
'
用
能
軽
身
省
慾
'
以
勝
療
束
o
南
方
意
葺
貴
大
'
援
欲
以
箆
種
'

軍
遠
'
哉
之

l
車
｡
時
人
以
霜
南
土
珍
怪
､
権
貴
皆
望
之
.
援
時
万
有
寵
'

故
実
以
聞
.
及
卒
後
'
有
上
書
讃
之
老
'
以
馬
前
所
載
遠
'
皆
明
珠
文
犀
｡

馬
武
輿
於
陵
侯
侯
豊
等
皆
以
章
言
其
状
'
帝
益
怒
｡
挨
妻
肇
憧
憾
'
不
敢

以
喪
遺
書
堕
'
裁
買
城
西
数
畝
地
藁
葬
而
己
｡
賓
客
故
人
莫
敢
弔
合
｡
厳
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興
援
妻
子
草
索
相
連
'
詣
開
講
罪
｡
帝
乃
出
松
書
以
示
之
'
方
知
所
坐
'

上
書
訴
菟
'
前
後
六
上
､
辞
甚
哀
切
'
然
後
得
葬
｡｣
と
あ
る
の
に
よ
る
｡

王
陽
の
故
事
は
'
以
下
に
引
-

『
漢
書
』
王
吉
侍
に
見
え
る
'
｢
自
書

(字
子
陽
)
至
崇
'
世
名
清
廉
'
然
材
器
名
稗
柏
不
能
及
父
､
而
緑
位
弼

隆
｡
皆
好
車
馬
衣
服
'
英
日
奉
養
極
篤
鮮
明
､
而
亡
金
銀
錦
繍
之
物
｡
及

速
徒
去
虞
'
所
載
不
過
桑
衣
'
不
畜
積
除
財
.
去
位
家
居
'
亦
布
衣
疏
食
｡

天
下
服
其
廉
而
怪
共
著
､
故
俗
停
王
陽
能
作
黄
金
｡｣
に
よ
る
｡

黄
覇
の
故
事
は
'

『
漠
書
』
循
吏
俸

･
黄
覇
侍
に

｢
知
長
信
少
府
夏
侯

勝
非
議
詔
書
大
不
敬
､
覇
阿
従
不
孝
劾
'
皆
下
廷
尉
､
繋
獄
嘗
死
O
覇

囚
徒
勝
受
尚
書
獄
中
'
再
陵
冬
'
積
三
歳
乃
出
｡
｣
と
見
え
る
の
に
基
づ

′＼
蘇
拭

｢李
氏
山
房
蔵
書
記
｣
の
該
常
箇
所
は
､
以
下
の
通
-
0

｢
自
秦
漢
以
来
'
作
者
益
衆
'
紙
輿
字
書
日
趨
於
簡
便
､
而
書
益
多
'

士
莫
不
有
へ
然
学
者
益
以
萄
簡
､
何
故
｡
余
滴
及
見
老
儒
先
生
'
日
吉
其

少
時
'
欲
求
史
記

･
漢
書
而
不
可
得
'
幸
而
得
之
'
皆
手
自
書
'
日
夜
講

読
'
惟
恐
不
及
｡
近
歳
市
人
韓
相
等
刻
諸
子
百
家
之
書
､
日
俸
寓
紙
'
学

者
之
於
書
'
多
且
易
致
如
此
､
英
文
詞
学
術
'
常
倍
徒
於
昔
人
｡
而
後
生

科
挙
之
士
'
皆
束
書
不
観
'
遊
談
無
税
'
此
又
何
也
｡
-
-
使
衆
老
知
音

之
君
子
見
書
之
難
'
而
今
之
学
者
有
害
而
不
讃
馬
可
惜
也
o｣

｢
除
非
～
方
｣
は
､
｢
只
有
～
方
｣
に
お
な
じ
｡

｢
講
話
｣
は
'
儒
者
の
授
業
の
こ
と
で
あ
る
O
そ
の
形
態
の
〓
桐
は
'

『
史
記
』
儒
林
停

･
董
伸
筋
侍
の

｢

董
仲
野
'
鹿
州
人
也
O
以
治
春
秋
'

李
景
時
爵
博
士
'
下
惟
講
詞
'
弟
子
俸
以
久
相
受
業
'
或
莫
見
其
面
｡｣

な
ど
か
ら
も
窺
え
る
｡

鬼
以
道
は
晃
説
之
の
字
｡
た
だ
し
'
本
保
に
引
か
れ
る
故
事
の
由
束
は

未
詳
｡

(記
銀
者
)

董
鉄

(
二

五
二
～
二

二

四
)

字
は
叔
重
.
鰻
州
徳
興

麻
の
人
｡
『
師
事
年
致
』
緯
3
22
.

68

議
論

一
篇
書
､
須
是
埋
骨
得
透
｡
把
這

一
篇
書
輿
自
家
裏
作

一

片
､
方
是
｡
去
了
本
子
'
都
在
心
中
､
皆
説
得
去
､
方
好
｡
敬
仲
｡

一
篇

の
書
物
を
講
義
す
る
に
は
､
そ
れ
に
徹
底
的
に
取
-
組
ま
ね

ば
な
ら
な
い
O
こ
の

1
篇

の
書
物
を
自
己
と

一
腹

の
も
の
に
同
化
せ

ね
ば
な
ら
な
い
｡
書
物
を
離
れ
て
も
'
す
べ
て
が
心
の
中
に
お
さ
ま

-
､

皆
す
ら
す
ら
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て

こ
そ
良

い
の
だ
｡

[済
敬
仲
]

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

(注
)

｢
裏
作

一
片
｣
は
､
｢
た
た
き
上
げ
て

一
つ
に
す
る
｣
ほ
ど
の
意
味

で
あ
ろ
-
｡
ま
っ
た
-
同
じ
用
例
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
'
似
た
も
の

ヽ
ヽ
ヽ

と
し
て
は
､
｢
呂
子
約
書
来
'
争
莫
見
乎
隠
'
莫
蘇
乎
徴
O

只
管
浪
作

1

ヽ段
看
〕
某
答
官
書
'
江
西
諸
人
拷
去
看
'
頗
以
其
説
馬
然
｡｣
(｢中
庸

1

第

三
早
｣
六
二
･
)
50
4)
が
あ
る
.

(記
録
者
)

湛
敬
仲

字
は
連
叔
D
南
創
州
創
浦
際
の
人
｡
『師
事
年
致
』

2()rJ
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69

真
説
道
見
得
了
便
休
｡
而
今
看

一
千
遍
､
見
得
又
別
｡
看

一
高

遍
'
看
得
又
別
｡
須
是
無
這
筋
子
時
､
許
多
節
目
次
第
都
債
地
歴
歴

落
落
在
自
家
牡
裏
､
方
好
｡
方
子
｡

讃
ん
で
わ
か

っ
た
ら
そ
れ
で
お
し
ま
い
な
ど
と
言

っ
て
は
い
か
ん
｡

千
回
読
め
ば
､
(今
ま
で
と
は
)
別
の
こ
と
が
わ
か

っ
て
-
る
し
､
一

寓
回
読
め
ば
､
ま
た
別
の
こ
と
が
見
え
て
-
る
｡
そ
の
書
物
が
手
許

に
な
い
と
き
で
も
､
多
-
の
要
鮎
や
筋
道
が
手
に
取
る
よ
う
に
は

っ

普
-
と
自
分

の
腹

の
中
に
お
さ
ま

っ
て
い
る
よ
う
で
あ

っ
て
こ
そ
よ

い
｡
[李
方
子
】

(注
)

｢
歴
歴
落
落
｣
は
'
｢
訓
門
人
三
｣
に
'
｢箆
寧
'
須
是
裂
破
藩
範
､

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

痛
底
倣
去
'
所
謂

1
枚

1
候
痕
t

l
掴

l
掌
血
｡
使
之
歴
歴
落
落
､
分
明

開
去
'
莫
要
含
糊
｡｣
(
二

五

･
27
83
)
と
あ
る
よ
う
に
t

l
つ
づ
つ
手

に
取
る
よ
う
に
明
瞭
で
あ
る
こ
と
を
形
容
す
る
｡

｢
節
目
｣
は
'
｢
要
鮎
｣
の
意
｡
前
稿
第
14
候
の
注
参
照
｡

｢
美
貌
道
｣
は
'
禁
止
の
こ
と
ば
｡

本
保
に
該
嘗
す
る

『
朱
子
読
書
法
』
の
記
銀
は
'
巻

一
｢
循
序
漸
進
｣

に

｢
莫
道
見
了
便
休
'
而
今
看

一
千
遍
､
見
得
又
別
｡
看

一
幕
遍
'
見
得

又
別
o
須
是
無
這
筋
子
時
'
許
多
節
目
次
第
'
都
塵
歴
落
滞
在
自
家
牡
裏
'

方
好
｡｣
と
見
え
る
の
だ
が
へ
茸
は
こ
れ
は
か
な
-
長
い
候
の
一
部
分
で
あ

-
'
構
成
と
し
て
は
'
前
出
52
俵
の
前
牛
部
と

｢
総
論
為
撃
之
方
｣
(八
･

朱
子
語
類
護
書
法
簾
評
注

臼

(興
膳
･
木
津
･
賛
藤
)

)
43)
の
'
読
書
を
入
浴
に
誓
え
る

｢
某
適
来
'
因
操
浴
得

l
説
.
-
-
｣

と
い
う
俵
と
を

T
つ
に
し
て
奉
げ
ら
れ
る
.
ま
た
'
52
候
は
先
に
述
べ
た

と
お
-
'
奄

l
｢
循
序
漸
進
｣
に
l
部
が
引
か
れ
'
宅
二

｢虚
心
細
泳
｣

と
巻
二
｢
居
敬
持
志
｣
に
残
-
が
分
散
し
て
記
銀
さ
れ
る
｡
こ
の
こ
と
は
'

『
語
類
』
で
は
'
意
味
の
上
で
多
様
な
も
の
が

一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
'
時

に
は
寄
せ
集
め
の
よ
う
な
外
観
を
星
す
る
俵
も
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ

た
時
､
朱
子
の
弟
子
た
ち
が
讃
書
法
を
整
理
す
る
上
で
の
方
針
や
'
そ
の

停
承
の
さ
れ
か
た
を
解
明
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
て
-
れ
る
｡
な

お
'
『
語
頬
』
編
纂
過
程
の
考
鐙
は
'
束
景
南

『
朱
烹
伏
文
輯
考
』
(江
蘇

古
籍
出
版
社
t

l
九
九

l
年
)
｢朱
薫
語
錦
編
集
考
｣
に
詳
し
い
が
'
残
念

な
が
ら
こ
の
四
庫
本

『
朱
子
読
書
法
』
に
は

一
切
言
及
さ
れ
て
い
な
い
｡

70

放
下
書
冊
､
都
無
毒
之
意
義
在
胸
中
｡
升
卿
｡

書
物
を
手
放
し
て
し
ま

っ
た
ら
､
そ
の
内
容
が
き

っ
ば
-
胸
の
中

に
残

っ
て
い
な
い
.

[升
卿
】

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

升
卿
1
外
卿

(注
)

本
保
は
'
学
問
を
す
る
上
で
1
般
的
に
隅
-
や
す
い
鉄
鮎
を
指
摘

す
る
｡
ま
た
'
書
物
が
目
の
前
に
な
け
れ
ば
考
え
な
い
こ
と
へ
の
批
判
は
'

講
書
法
上
第
21
候
に
す
で
に
見
ら
れ
る
L
t
次
の
71
候
も
同
じ
で
あ
る
｡

｢
放
下
｣
は
､
｢
手
放
す
｣
の
意
｡
以
下
に
畢
げ
る

｢訓
門
人
三
｣
(
一

l
五

･
2775
)
の
｢
大
凡
人
須
是
存
得
此
心
｡
此
心
既
存
'
則
雄
不
講
書
'

ヽ
ヽ

亦
有

一
箇
長
進
虞
O
縫

1
放
蕩
､
則
放
下
書
冊
､
便
其
中
無

l
鮎
学
問
気
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象
｡｣
も
同
じ
｡

｢都
｣
は
'
否
定
詞
を
強
め
る
副
詞
o

(記
銀
者
)

升
卿
に
つ
い
て
は
未
詳
｡

71

欧
公
言
､
作
文
有
三
虞
思
量
､
枕
上
､
路
上
､
風
上
｡
他
只
是

倣
文
字
､
筒
如
此
､
況
求
道
乎
｡
今
人
封
着
冊
子
時
､
便
思
量
｡
筋

子
不
在
､
心
便
不
在
｡
如
此
､
済
得
甚
事
｡
義
剛
｡

欧
陽
公
は
､

｢文
を
作
る
に
は
､

思
索
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
が
三

つ
あ
る
｡
寝
床
､
道
､
廟
だ
｣
と
言

っ
た
｡
彼
は
､
文
章
を
書
-
だ

け
で
も
､
こ
ん
な
に
打
ち
込
ん
だ
の
だ
｡
道
理
を
探
求
す
る
の
な
ら
､

な
お
さ
ら
の
こ
と
｡
と
こ
ろ
が
人
は
､
書
物
に
向
か

っ
て
い
る
と
き

に
は
考
え
る
が
､
書
物
が
目
の
前
に
な
け
れ
ば
､
考
え
な
い
｡
こ
ん

な
こ
と
で
何
に
な
ろ
う
か
｡
[黄
義
剛
]

(校
勘
)

朝
鮮
青
馬
本

今
人
封
着
1
而
今
人
只
封
着

(荏
)

｢欧
公
言
｣
と
は
'
欧
陽
修

｢蹄
田
録
｣
に
見
え
る
'
著
名
な

｢余

困
謂
希
深
日
'
余
平
生
所
作
文
章
'
多
在
三
上
'
乃
馬
上

･
枕
上

･
河
上

也
｡
蓋
惟
此
尤
可
以
展
思
爾
｡｣
と
い
う
言
の
こ
と
｡

｢済
得
甚
事
｣
は
'
｢済
事
｣
の
反
語
表
現
｡
前
稿
20
俵
の
｢済
事
｣
に

つ
い
て
の
注
を
参
照
O

こ
の
よ
う
に
'
『
語
額
』
に
お
い
て

｢済
事
｣
は

否
定
か
反
語
で
し
か
用
い
ら
れ
な
い
｡

こ
の
候
は
'
65
保
の
蘇
絢
の
故
事
を
引
-
部
分
と
同
じ
趣
旨
で
'
文
人

の
努
力
を
許
慣
し
っ
つ
も
'
道
理
を
探
求
す
る
立
場
の
人
間
は
更
に
努
力

せ
ね
は
な
ら
ぬ
'
と
述
べ
る
o
欧
陽
修
に
つ
い
て
の
襲
言
は
'
65
保
の
注

で
既
に
引
い
て
あ
る
の
で
'
参
照
さ
れ
た
い
｡

『
朱
子
読
書
法
』
巻
二

｢著
緊
用
力
｣
に
'
本
候
と
ほ
ぼ
同
じ
言
が
記

録
さ
れ
る
が
'
隣
陽
修
の
引
用
は
'
原
文

に
よ
-
近
-

｢馬
上
｣
と
な
っ

て
い
る
｡
｢欧
公
言
'
作
文
有
三
虞
好
思
量
'
枕
上
'
馬
上
'
凧
上
｡
他

只
是
倣
文
字
､
備
如
此
'
況
求
道
乎
｡
而
今
人
只
封
著
筋
子
便
思
量
'
筋

子
不
在
､
心
便
不
在
｡
如
此
'
済
得
甚
事
｡｣

72

今
之
学
者
､
看
了
也
似
不
曾
看
､
不
曾
看
也
似
看
了
｡
方
子
o

い
ま
ど
き
の
学
問
す
る
者
は
､
讃
ん
で
い
て
も
讃
ん
で
な
い
よ
う

だ
L
t
読
ん
で
い
な
-
て
も
讃
ん
で
い
る
み
た
い
だ
｡
[李
方
子
】

(注
)

本
候
は
'
こ
の
前
後
数
段
で
述
べ
る
よ
う
な
'
自
己
の
中
に
内
在

化
し
て
い
な
い
中
途
半
端
な
学
問
の
あ
-
か
た
を
戒
め
る
｡

73

着
文
字
､
於
埋
骨
得
了
虞
更
能
看
過
､
尤
妙
｡
過
｡

文
章
を
讃
む
と
き
に
は
､
き
ち
ん
と
取
-
組
ん
だ
所
を
さ
ら
に
読

み
こ
む
な
ら
､
こ
と
に
よ
い
｡
【王
過
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

鉄

朝
鮮
古
活
字
本

妙
1
抄
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(荏
)

｢看
過
｣
は
'
｢
日
を
通
す
｣
｢読
む
｣
の
意
｡

｢而
今
只
是
郡

一
般
合
看
過
底
文
字
也
未
着
'
何
況
其
他
｡｣

(｢講
書

法
上
｣

一
〇

･
)65)

(記
録
者
)

王
過

字
は
幼
観
｡
都
陽
僻
の
人
.
『
師
事
年
致
』
340

74

肩
文
字
須
子
細
｡
雄
是
奮
曾
看
過
､
重
湿
亦
須
子
細
o
毎
日
可

看
三
両
段
｡
不
是
於
郡
疑
虞
看
､
正
須
於
郡
無
疑
虞
看
､
蓋
工
夫
都

在
郡
上
也
｡
虞
｡

文
章
を
譲
む
に
は
ー
綿
密
に
讃
む
こ
と
だ
｡
た
と
え
前
に
謹
ん
だ

こ
と
が
あ

っ
て
も
ー
復
習
す
る
と
き
は
や
は
-
綿
密
に
講
ま
ね
ば
な

ら
な
い
｡
毎
日
二
､
三
段
-
ら
い
讃
む
の
が
よ
い
｡
疑
問
の
あ
る
箇

所
を
謹
む
の
で
は
な
-
､
疑
問
の
な
い
箇
所
こ
そ
讃
ま
ね
ば
な
ら
な

い
｡
努
力
は
､
す
べ
て
そ
こ
に
あ
る
｡
【輔
廉
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

正
須
-
政
須

(荏
)

｢重
湿
｣
は
'
復
習
す
る
の
意
｡
｢
温
｣
は
､
『
論
語
』
為
政
簾
の

｢
温
故
而
知
新
｣
を
引
-
ま
で
も
な
-
'
そ
れ
自
睦
に

｢復
習
す
る
'
再

度
味
わ
い
直
す
｣
な
ど
の
意
味
が
あ
る
｡
『
語
類
』
の
他
の
箇
所
で
は
'
｢訓

門
人
三
｣
(
二

五
･
277
6)
に
'
｢
温
尋
｣
と
熟
し
て

｢
只
看
近
思
蘇
O

ヽ

今
日
問
簡
'
明
日
復
将
来
温
尋
'
子
細
熱
看
｡｣
と
見
え
る
の
も
'
同
じ
-

｢復
習
｣
と
い
う
意
味
で
あ
る
｡

朱
子
語
類
諌
書
法
篇
評
注
臼

(興
膳
･
木
津
･
蘭
藤
)

75

聖
人
言
語
如
千
花
､
遠
望
都
見
好
､
須
端
的
虞
見
好
虚
､
始
得
｡

須
着
力
子
細
看
｡
工
夫
只
在
子
細
看
上
､
別
無
術
｡
淳
｡

聖
人
の
こ
と
ば
は
色
と
-
ど
-
の
花
の
よ
う
で
､
遠
-
か
ら
眺
め

て
も
す
ぼ
ら
し
い
が
､
す
ぼ
ら
し
い
と
こ
ろ
が
手
に
取
る
よ
-
に
は

っ
き
-
わ
か
る
よ
う
で
あ

っ
て
こ
そ
良

い
｡
綿
密
に
読
む
よ
う
に
勉

め
ね
ば
な
ら
な
い
｡
努
力
は
綿
密
に
讃
む
こ
と
に
こ
そ
あ
る
も
の
で
､

他
に
方
法
は
な
い
｡
【陳
淳
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

工
夫
只
在
子
細
看
1
紋

別
無
術
1
別
無
他
術

(荏
)

こ
の
候
で
は
'
前
保
に
引
き
緯
き
'
綿
密
に
謹
む
こ
と
の
重
要
性

を
説
-
｡
良
い
も
の
を
本
営
に
良
い
と
わ
か
る
ま
で
埋
解
せ
よ
t
と
い
う

主
張
は
'
｢訓
門
人
五
｣
(
二

七

･
28)5)
に
も
､
｢如
看
不
好
底
文
字
'

国
是
不
好
､
須
自
家
虞
見
得
是
不
好

｡

好
底
文
字
固
是
好
'
須
自
家
異
見

得
是
好
｡｣
と
語
ら
れ
る
｡

｢端
的
｣
は

｢
ま
ざ
ま
ざ
と
'
は
っ
き
り
と
｣
の
意
O
｢目
論
雷
撃
工

夫
｣
(
1
〇
四
･
26
)8)
で
の
'
｢
這
道
理
､
須
是
見
得
是
如
此
了
'
験
之

ヽ
ヽ

於
物
'

又
如
此
｡
換
之
吾
身
'
又
如
此
｡
以
至
見
天
下
道
理
皆
端
的
如
此

了
'
方
得
｡
如
某
所
見
所
言
'
又
非
白
倉
説
出
来
'
亦
是
営
初
於
聖
賢
輿

二
程
所
課
推
之
'
而
又
換
之
於
己
'
見
得
虞
賓
如
此
｡｣
と
い
う
用
例
も

同
じ
｡

本

懐
と
'
｢
別
無
術
｣
を
｢
別
無
他
術
｣
と
す
る
以
外
は
す
べ
て
同
じ
保

が
'
『朱
子
読
書
法
』
竜
三

｢熟
語
精
思
｣
に
見
え
る
｡
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76

聖
人
言
語
皆
枝
枝
相
封
､
葉
菜
相
督
､
不
知
忠
生
排
得
悠
地
奔

整
｡
今
人
只
是
心
粗
､
不
子
細
窮
究
｡
若
子
細
窮
究
来
､
皆
字
字
有

着
落
｡
道
夫
｡

聖
人
の
こ
と
ば
は
､
す
べ
て
枝
も
葉
も
き
ち
ん
と
向
か
い
合

っ
て

い
る
が
､
ど
う
し
た
ら
あ
ん
な
に
し

っ
-
-
並
ぶ
の
だ
ろ
う
｡
い
ま

の
人
は
､
心
が
大
雑
把
な
も
の
だ
か
ら
､
綿
密
に
つ
き

つ
め
よ
う
と

し
な
い
｡
綿
密
に
つ
き

つ
め
れ
ば
､
ど
の
字
も
落
ち
着
-
と
こ
ろ
が

あ
る
も
の
だ
｡
[楊
道
夫
]

(注
)

こ
の
候
と
同
株
､
｢枝
｣
と
｢菓
｣
を
封
照
さ
せ
た
修
辞
法
を
用
い

た
例
で
は
'
古
-
曹
棺
の

｢艶
歌
行
｣
に
｢
出
自
荊
北
門
'
造
望
胡
地
桑
｡

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

枝
枝
自
相
値
'
葉
菜
自
相
督
｣
と
あ
る
の
が
畢
げ
ら
れ
る
｡
ま
た
'
『
語

頬
』
で
'
経
書
の
文
章
を
比
喰
し
て
｢枝
葉
｣
の
概
念
を
用
い
た
例
で
は
､

ヽ

ヽ

｢総
論
箆
撃
之
方
｣
(八
･
)44)
の

｢撃
老
若
有
本
領
'
相
次
千
枝
高
菜
､

都
来
湊
着
這
裏
'
看
也
須
易
暁
'
讃
也
須
易
記
｡｣
が
あ
る
｡
同
じ
言
で

は
な
い
が
'
や
は
-
聖
賢
の
言
を

｢枝
葉
が
き
ち
ん
と
封
鷹
す
る
｣
と
形

容
す
る
文
が
'
『
朱
子
読
書
法
』
竜
三

｢熱
意
精
思
｣
に
､
｢答
楊
子
直
書

目
'

1
生
辛
苦
講
書
､
微
細
指
摩
､
零
砕
剖
別
'
及
此
暮
年
､
略
見
徒
上

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

聖
賢
所
以
垂
世
立
教
之
意
'
枝
枝
相
対
'
葉
菜
相
常
'
無

一
字
無
下
落
虚
｡｣

と
引
か
れ
て
い
る
｡

77

某
日
常
州
来
､
其
他
壷
不
曾
説
得
､
只
不
任
地
説
得

一
箇
数
人

子
細
講
書
｡
節
｡

わ
た
し
は
滞
州
時
代
以
来
､
は
か
の
こ
と
は
何
も
言
わ
ず
､
し
よ

っ
ち

ゅ
-
言

っ
て
来
た
の
は
､
綿
密
に
書
物
を
讃
む
よ
-
に
と
い
う

こ
と
だ
｡
[甘
節
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
希
本

一
箇
1

一
介

(荏
)

朱
薫
が
滞
州
知
事
に
在
任
し
た
の
は
'
二

九
四
年

(紹
照
五
年
)

の
こ
と
｡

｢
不
任
地
｣
は
'
口
語
で

｢絶
え
ず
｣
の
意
｡

｢
忠
生
｣
は
'
｢
忠
様
｣
に
同
じ
｡
文
語
で
は

｢如
何
｣
に
該
営
す
る
｡

な
お
'
｢自
浄
州
来
｣
は
'
｢
常
州
か
ら
締
っ
て
｣
と
も
解
し
得
る
｡

78

講
書
不
精
深
､
也
只
是
不
官
尊

1
子
細
O
伯
羽
｡

書
物
の
読
み
方
が
精
し
-
潔
-
な
い
の
は
､
集
中
し
て
綿
密
に
読

ん
で
こ
な
か

っ
た
か
ら
な
の
だ
｡
〔童
伯
羽
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

伯
羽
1
糞
卿

(童
伯
羽
の
あ
ざ
な
)

(注
)

『朱
子
讃
書
法
』
巻
三

｢熟
議
精
思
｣
に
､
｢講
書
不
精
探
'
只

是
不
専

一
｣
と
あ
る
｡

(記
錬
老
)

童
伯
羽

字
は
悲
卿
O
建
寧
府
滞
城
陳
の
人
｡
『
師
事
年
数
』

)63.
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79

着
文
字
有
両
般
病
｡
有

一
等
性
鈍
庶
人
､
向
来
末
曾
看
'
看
得

生
､
卒
急
看
不
出
､
国
是
病
｡
又
有

一
等
敏
銘
庶
人
､
多
不
肯
子
細
､

易
得
有
忽
略
之
意
､
不
可
不
戒
｡
賀
孫
O

文
章
を
読
む
上
で
二
種
類
の
困

っ
た
こ
と
が
あ
る
｡

一
つ
は
資
質

の
鈍
い
人
が
､
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
本
を
､
謹
ん
で
も
生
牛
可
で
､

に
わ
か
に
は
わ
か
ら
な
い
の
は
､
も
ち
ろ
ん
困

っ
た
こ
と
だ
｡
も
う

一
つ
は
､
資
質
は
鋭

い
人
が
､
綿
密
に
讃
も
う
と
し
な
い
で
､
と
か

-
な
お
ざ
-
な
気
持
ち
に
な
-
が
ち
な
こ
と
で
'
か
た
-
戒
め
ね
ば

な
ら
な
い
｡
[菓
賀
孫
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
霧
本

｢有

1
等
性
鈍
庶
人
～
固
是
病
｣
を
敏
-
0

(荏
)

｢
一
等
｣
は
'
｢
1
種
｣
と
同
じ
O

｢看
得
生
｣
の

｢
生
｣
は
'
｢熟
｣
の
反
義
語
｡
｢訓
門
人
八
｣
(
二

一

ヽ

ヽ

〇
･
290
2)
の

｢厚
之
臨
別
講
数
'
困
云
､
看
文
字
生
0
日
､
日
子
足
'
便

熱
｡｣
か

ら

も
わ
か
る
よ
-
に
へ
｢
い
い
加
減
に
'
生
年
可
に
凄
む
｣
こ
と

を
言

-
0

｢卒
急
｣
は
､
『
語
頬
』
で
は
次
の
よ
う
な
用
例
が
あ
-
'
い
ず
れ
も
'

｢
に
わ
か
に
'
急
に
｣
の
意
｡

ヽ
ヽ

｢如
造
化

･
鰻
禁

･
度
数
等
事
'
是
卒
急
難
暁
､
只
得
且
放
任
O｣
(
｢
大

学
五

戒
問
下

俸
五
章
｣

一
八
･
3
98)

｢光
租
説
'
大
学
首
尾
該
貰
､
初
間
君
へ
便
不
得
如
此
o
要
知
道
理
只

朱
子
語
類
読
書
法
篇
謬
注
臼

(興
膳
･
大
津
･
斎
藤
)

ヽ
ヽ

是
這
箇
道
理
､
只
縁
失
了
多
年
'
卒
急
要
尋
討
不
見
｡
待
只
管
理
合
致
熟
､

却
便
這
簡
道
理
'
初
間
略
見
得
些
少
時
也
似
｡｣
(訓
門
人
八
｣

二
一〇

･

2892)
｢
易

得
｣
は
'
｢
訓
門
人
六
｣
(
二

八
･
2853
)
の

｢先
生
日
'
文
振

近
来
看
得
須
容
易
了
｡
南
升
目
､
不
敢
容
易
看
｡
但
見
先
生
集
注
字
字
著

ヽ
ヽ

賓
'
故
易
得
分
明
｡｣
と
い
う
例
か
ら
も
わ
か
る
と
お
-
'
｢容
易
に
成
し

-
る
｣
｢～
し
が
ち
だ
｣
の
意
｡

素
質
の
良
-
な
い
も
の
が
'
気
の
利
い
た
学
習
法
を
行
お
う
と
す
る
こ

と
へ
の
批
判
は
'
61
俵
で
も
見
ら
れ
た
よ
-
に
'
各
所
で
戒
め
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
が
､

こ
れ
以
外
に
は
'
｢経
論
篤
学
之
方
｣
(八
･
)36)
の

ヽ
ヽ
ヽ

｢大
抵
篤
学
維
有
聡
明
之
賓
'
必
須
倣
遅
鈍
工
夫
'
始
得
.
既
是
遅
鈍
之

ヽ賓
'
却
倣
聡
明
底
棟
工
夫
'
如
何
得
｡｣
や
'
｢目
論
篤
学
工
夫
｣
(
l
〇ヽ

四
･
262
))
の

｢看
来
前
輩
以
至
敏
之
才
而
敬
重
鈍
底
工
夫
'
今
人
以

至

ヽ
ヽ
ヽ

鈍
之
才
而
欲
馬
糞
敏
底
工
夫
'
渉
猟
看
過
'
所
以
不
及
古
人
也
｡｣
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
｡

80

馬
寧
講
書
､
須
是
耐
煩
雑
意
去
理
合
､
切
不
可
粗
心
｡
若
日
､
何

必
読
書
､
自
有
箇
捷
径
法
､
便
是
慎
人
民
深
坑
也
｡
未
見
道
理
時
､

恰
如
教
重
物
色
包
衰
在
裏
許
､
無
縁
可
以
便
見
得
｡
須
是
今
日
去
了

一
重
､
又
見
得

一
重
｡
明
日
又
去
了

一
重
､
又
見
得

一
重
｡
去
壷
皮
､

方
見
肉
｡
去
轟
肉
､
方
見
骨
､
去
壷
骨
'
方
見
髄
｡
使
粗
心
大
気
不
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第
四
十
九
肋

得
｡
贋
｡

学
問
し
講
書
す
る
に
は
､
必
ず
根
気
強
-
注
意
深
-
敬
-
組
ん
で

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
｡

決
し
て
大
雑
把
に
し
な
い
こ
と
｡

｢講
書
す

る
必
要
は
な
い
､
近
道
は
あ
る
も
ん
だ
｣
と
言
-
の
は
'
人
を
踏
み

誤
ら
せ
る
落
と
し
穴
だ
｡
道
理
が
ま
だ
わ
か

っ
て
い
な

い
と
き
は
､

ま
る
で
物
が
何
重
に
も
包
ま
れ
て
い
る
よ
-
で
､
簡
単
に
わ
か
-
よ

う
は
な
い
｡
今
日

一
層
を
取
-
去
れ
ば
さ
ら
に
次

の

一
層
が
現
れ
､

明
日
そ
れ
を
取
-
去
れ
ば
'
ま
た
次
の

一
層
が
出
て
-
る
｡
皮
を
は

ぎ
取

っ
て
こ
そ
肉
が
現
れ
'
肉
を
取
-
去

っ
て
こ
そ
骨
が
現
れ
て
骨

を
取
-
去

っ
て
こ
そ
髄
が
現
れ
る
の
だ
｡
大
雑
把
で
が
さ

つ
な
こ
と

で
は
ダ

メ
だ
｡

[輔
旗
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
希
本

懐
人
-
誤
人

物
色
1
物

(荏
)

｢
耐
煩
｣
は
'
｢
我
慢
す
る
'
根
気
強
-
す
る
｣
と
い
-
こ
と
｡

左
に
畢
げ
る
の
は
か
つ
て
｢煎
薬
｣
の
比
境
と
し
て
引
い
た
俵
で
あ
る
が
へ

そ
こ
に
も

｢
耐
煩
｣
が
見
え
る
の
で
'
以
下
に
再
度
引
い
て
お
-
0

ヽ
ヽ

｢議
書
要
須
耐
煩
'
努
力
潮
了
巣
穴
｡
響
如
煎
薬
､
初
煎
時
'
須
猛
著

火
｡
待
漠
了
､
却
退
著
'
以
慢
火
義
之
.
講
書
亦
須
如
此
｡
頃
之
'
復
謂

ヽ
ヽ

旗
日
'
観
令
弟
却
白
耐
煩
講
書
o｣
(｢
訓
門
人
三
｣

二

五

･
277
8
)

｢在
衰
許
｣
は
'
｢
内
部
で
｣
と
い
う
こ
と
だ
が
､
こ
の
節
は
'
｢大
学

1

綱
領
｣
(
T
四

･
2
52
)
の

｢
先
通
大
学
'
立
定
綱
領
'
其
他
経
皆
錐

ヽ
ヽ
ヽ

説
在
裏
許
｡｣
や
'
｢中
庸
三

第
二
二
章
｣

(六
四
･
)569)
の

｢壷
心

ヽ
ヽ
ヽ

是
見
得
許
多
修
繕
都
包
在
襲
許
'
壷
性
則
葵
隆
幸
看
'

無
1之
或
遣
.｣

な
ど
の
用
例
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
'
句
末
に
置
か
れ
る
鮎
で

｢在
裏
面
｣

と
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

ヽ

｢
何
必
講
書
｣
は
､
『
論
語
』
先
進
簾
の
､
｢
子
路
日
'
有
民
人
鳶
､
何

ヽ
ヽ
ヽ

必
講
書
'
然
後
篤
学
｡
子
日
'
是
故
悪
夫
侯
者
｡｣
に
基
づ
-
語
｡
讃
書

法
篇
下
の

40候
(
二

･
)8
))
に
も
､
｢今
人
講
書
'
多
不
就
切
己
上
鰻

ヽ
ヽ
ヽ

察
'
但
於

紙上
看
'
文
義
上
説
得
去
便
了
｡
如
此
'
済
得
甚
事
.
何
必
講

ヽ書
'
然
後
篤
学
｡
子
日
､
是
故
意
夫
仮
着
｡
古
人
亦
須
講
書
始
得
O
但
古

人
議
書
'
賂
以
求
道
｡

不
然
'
適
作
何
用
｡
｣
と
み
え
'
何
か
と
言
い
諸

を
で
っ
ち
上
げ
て
さ
ぼ
ろ
う
と
す
る
学
生

へ
の
'
同
じ
-
戒
め
の
こ
と
ば

で
あ
る
｡

｢
捷
径
｣
は
､
｢
近
道
｣
の
意
｡
朱
子
の
主
張
と
し
て
は
'
近
道
を
通
ろ

ヽ
ヽ

う
と
す
る
学
問
の
態
度
は
'
｢今
之
学
者
却
求
捷
径
'
逸
至
麿
山
入
水
｣

(｢
訓
門
人

一
｣

二

三
･
2
74
8
)
と
言
わ
れ
る
通
-
､
常
然
忌
む
べ
き
こ

と
で
あ
る
｡

｢
切
十
否
定
形
｣

は
'
｢
決
し
て
～
す
る
な
｣
の
意
｡
強
い
禁
止
｡

｢
粗
心
大
気
｣
は
､
現
代
語
の
｢粗
心
大
意
｣
に
同
じ
｡
が
さ
つ
な
こ
と
｡

な
お
'
前
稿
第
11
候
に
す
で
に
引
用
し
た
'
｢
訓
門
人
二
｣
(
二

四

･

27
67
)
｢
聖
人
言
語
'

一
重
又

1
重
'
須
入
深
慮
看
'
若
只
見
皮
膚
'
便
有

差
措
｡
須
深
沈
'
万
有
得
｡
夜
爽
所
説
､
是
終
身
規
模
'
不
可
便
要
便
､

便
有
安
頓
O｣
は
'
こ
こ
と
密
接
に
鯛
逃
す
る
保
で
あ
る
｡

ま
た
､
本
候
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
候
が
'
『
朱
子
読
書
法
』
竜

一
｢熟
議
精
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思
｣
に
み
え
る
が
'

『
論
語
』
の

｢
何
必
読
書
｣
と
い
う
こ
と
ば
は
引
か

れ
て
い
な
い
0

81

観
書
初
得
味
､
即
坐
在
此
虚
､
不
復
精
研
｡
故
看
義
理
､
則
汗

漫
而
不
別
白
､
遇
事
接
物
'
則
須
然
而
無
精
両
｡
揚
｡

書
物
を
読
ん
で
､

い
っ
た
ん
そ
の
味
が
わ
か

っ
た
ら
､
そ
こ
に
あ

ぐ
ら
を
か
い
て
､
も
う
精
し
-
考
究
し
よ
-
と
し
な
い
｡
だ
か
ら
､

義
理
を
見
て
も
ぽ
ん
や
-
し
た
ま
ま
で
は

っ
き
-
せ
ず
､
物
事
に
封

盛
す
る
に
も
､
な
お
ざ
-
で
心
の
こ
も
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
だ
｡

[包
揚
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

牧

(注
)

｢
初
～
郎
｣
は
'
｢
ひ
と
た
び
～
す
れ
ば
｣
の
意
で
､
現
代
語
で
は

｢
1
-
就
｣
に
同
じ
｡

｢
汗
漫
｣
は
､
｢
ぽ
ん
や
-
､
あ
や
ふ
や
で
あ
る
｣
こ
と
を
形
容
す
る
塵

諸
の
語
｡
｢
論
語

1
五

薙
也
第
四
｣
(三
三
･
8
3
5
-
8
3
7
)
で
は
'
程
明

ヽ
ヽ

道
の

｢
博
学
於
文
へ
而
不
約
之
以
薩

'

必
至
於
汗
漫
｣
と
い
う
言
を
繰
-

返
し
引
き
な
が
ら
'
中
途
半
端
な
学
問
の
仕
方
を
戒
め
て
い
る
｡

｢
別
自
｣
は
'
｢
訓
門
人
六
｣
(
二

八
･
2
8
40
)
の

｢仮
如
有
五
項
議

ヽ
ヽ

論
へ
閑
策
時
須
逐

1
為
別
白
､
求

1
定
説
o｣
と
い
う
例
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
'
明
瞭
で
あ
る
こ
と
を
言
う
襲
撃
の
語
｡

｢
索
然
｣
は
'
蘇
賦

『
東
城
志
林
』
｢
論
修
養
帖
｣
に
'
｢
世
之
昧
者
'

朱
子
語
額
読
書
法
篇
評
注
臼

(

興
膳
･
木
枠
･
斎
藤
)

ヽ
ヽ

便
婿
頼
然
無
知
'
認
作
併
也
｡｣
と
用
い
ら
れ
て
い
る
が
､
｢気
合
い
の
こ

ヽ

も
ら
な
い
'
や
る
気
の
な
い
｣
状
態
を
指
す
.
『
語
額
』
で
は
'
｢蔑
損
｣

ヽ

と
熟
し
た
形
で
あ
る
が
'
｢
平
日
須
提
援
精
紳
'
莫
令
飯
場
放
倒
'
方
可

看
得
義
理
分
明
｡｣
(｢論
語
二
六

憲
問
篇
｣
四
四

･
1447
)
と
用
い
ら
れ

る
の
も
'
同
じ
意
味
で
の
用
例
で
あ
る
｡

｢
遇
事
接
物
｣
は
'
｢
通
事
解
物
｣
｢
遇
事
魔
物
｣
｢慶
事
接
物
｣
な
ど
と

も
い
わ
れ
る
常
套
句
｡
｢
一
つ
一
つ
の
事
柄
に
封
虚
す
る
｣
の
意
で
'
『
大

学
』
の

｢
格
物
｣
に
通
ず
る
概
念
を
有
す
｡
｢
今
且
事
故
赦
此
心
'
常
提

抑
省
察
｡
且
如
坐

闇
討
時
事
'
逐
人
説
幾
件
'
若
只
管
説
'
有
甚
是
塵
.

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

便
裁
断
了
'
按
排
此
心
､
令
在
此
｡
凡
退
事
鷹
物
皆
然
｡｣

(｢
訓
門
人

二

二

三

･2
7
40
)
や
'
｢
格
物
窮
埋
'
有

l
物
便
有

l
理
｡
窮
得
到
後
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

遇
事
解
物
皆

撞

著

這
道
理
｡｣
(｢
大
学
二

陛
下
｣

l
五
･
2

89
)
な
ど
､

み
な
同
趣
旨
の
言
で
あ
る
O

｢
無
精
紳
｣
は
菊
持
ち
が
張
-
つ
め
て
い
な
い
状
態
を
言
う
｡
前
稿
第

21
候
を
参
照
｡

(記
録
者
)

色
揚

あ
ざ
な
は
覇
道
｡
建
章
軍
南
城
麻
の
人
｡
『
師
事
年

数
』
横
山
-0

82

講
書
只
要
渚
埋
骨
得
虞
､
反
覆
又
看
｡
襲
孫
｡

講
書
で
は
､
よ
-
わ
か

っ
た
と
こ
ろ
を
t
と
に
か
-
繰
-
返
し
読

む
こ
と
だ
｡
【林
垂
孫
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

襲
孫
1
士
毅

(黄
土
毅
の
こ
と
)
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(注
)

前
出
の
73
候
と
同
じ
趣
旨
の
数
え
で
あ
る
｡

83

今
人
講
書
､
看
未
到
這
裏
､
心
己
在
後
面
｡
才
看
到
這
裏
､
便

欲
持
去
.
如
此
､
只
是
不
求
自
家
暁
解
.
須
是
俳
御
願
懸
､
如
不
欲

捨
去
､
万
能
鰻
認
得
｡
又
日
､
講
書
者
讐
如
親
此
屋
､
若
在
外
面
見

有
此
屋
､
便
謂
見
了
､
即
無
縁
識
得
｡
須
是
入
去
裏
面
､
逐

一
看
過
､

是
幾
多
間
架
､
幾
多
箇
稲
0
着
了

丁
遍
､
又
重
量
看
過
､

T
轡
記
得
､

方
是
｡
講
楚
亦
云
､
気
象
勿
勿
､
常
若
有
所
迫
逐
｡
方
子
o

｢
い
ま
の
人
の
講
書
は
､
ま
だ
そ
こ
ま
で
讃
ん
で
も
い
な
い
の
に
､

心
は
す
で
に
先
に
行

っ
て
い
る
.
そ
こ
ま
で
語
ん
だ
と
思

っ
た
ら
､

も
う
す
ぐ
に
捨
て
去
ろ
う
と
す
る
｡
こ
ん
な
こ
と
で
は
､
ま

っ
た
-

自
分
か
ら
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
の
だ
｡
行
き

つ
戻
-

つ
振
-

返
-
､
離
れ
た
-
な
い
よ
-
に
な

っ
て
こ
そ
､
鮭
得
で
き
る
の
だ
｡
｣

ま
た
言
わ
れ
た
､

｢講
書
と
は
､

家
を
見
定
め
る
よ
う
な
も
の
で
､

外
か
ら
眺
め
て
見
た
ぞ
と
思

っ
て
も
､
わ
か

っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な

い
｡
中
に
入

っ
て
'

一
つ
一
つ
､
間
取
-
は
ど
う
か
､
窓
は
い
-

つ

あ
る
か
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

1
通
-
見
た
ら
､
さ
ら
に
何
度

も
見
て
'
み
な
頭
に
入

っ
て
こ
そ
良

い
｡
｣
授
業
で
も
お

っ
し
ゃ
っ
た
｡

｢気
分
が
せ
か
せ
か
し
て
､
い
つ
も
追

い
立
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
｡
｣

[李
方
子
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
霧
本

如
不
欲
捨
去
1
不
欲
持
去

逐

一
看
過
1
逐

一

看
道

看
了

1
遍
1
着

l
遍
了

気
象
-
意
象

朝
鮮
古
寓
本

･
古
活
字
本

･
刊
本

｢読
経
亦
云
｣
以
下
を
細
字
に
作
る
o

(注
)

前
半
部
と
全
-
同
じ
言
は
'
前
出
の
46
保
に
も
見
ら
れ
に
｡
恐
ら

-
､
そ
の
儀
の
記
録
者
の
楊
至
と
本
候
の
李
万
子
は
'
朱
子
の
こ
の
言
が

更
せ
ら
れ
た
場
所
に
同
席
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
O
全
鮭
は
三
つ
の

部
分
か
ら
成
-
立
っ
て
い
る
が
'
内
容
上
の
統

一
性
は
あ
ま
-
な
い
｡
第

三
部
分
は
'
教
場
で
の
学
生
に
封
す
る
小
言
で
あ
ろ
う
か
｡

｢親
屋
｣
や

｢
間
架
｣
は
'
綿
密
な
謹
書
の
比
職
に
用
い
ら
れ
る
も
の
.

ヽ
ヽ

例
え
ば
へ
｢
論
語
二
･
撃
而
篇
上
｣

(二
十

･
452)
の

｢此
正
如
看
屋
､

ヽ
ヽ

不
向
塁
異
看
其
間
架

如
何
'
好
悲
如
何
'
堂
奥
如
何
'
只
在
外
略

1
緯
過
'

便
説
更
有

1
箇
好
屋
在
､
又
説
上
面
更
有

一
重
好
屋
在
o｣
や
'
｢訓
門
人

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

八
｣
(
一
二
〇

･
2887)
の

｢響
如
意
屋
'
須
看
郵
房
星
間
架
'
莫
葵
只

去
看
郡
外
面
璃
壁
粉
飾
｡｣
な
ど
の
例
が
あ
る
｡
そ
も
そ
も

｢
問
架
｣
は
'

｢
間
取
-
｣
さ
ら
に

｢部
屋
｣
と
い
う
意
で
あ
る
が
'
本
懐
と
同
趣
旨
の

主
張
を
展
開
す
る

｢中
庸

1

綱
領
｣

(六
二
･
)480
)
の

｢議
書
先
須

ヽ
ヽ

看
大
綱
､
又
看
幾
多
間
架
｡
如
天
命
之
謂
性
'
率
性
之
謂

道
'
修
道
之
謂
ヽ
ヽ

致
､
此
是
大
綱
｡
夫
婦
所
知
所
能
､
興
聖
人
不
知
不
能
虞
'
此
類
是
間
架
O

響
入
着
屋
､
先
君
他
大
網
､
次
看
幾
多
間
'
問
内
右
中
間
'
然
後
方
得
貫

通
｡｣
と
い
う
例
か
ら
は
､
｢
間
架
｣
と
い
-
語
が
'
建
築
物
の
内
部
構
造

か
ら

輯
じ
て
'
よ
-
下
位
の
細
か
な
項
目
と
い
う
抽
象
的
な
意
味
で
用
い
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ら
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
-
わ
か
る
｡

｢蘭
橘
｣
は
､
｢様
子
窓
｣
｢窓
格
子
｣
ま
た
は
窓
そ
の
も
の
を
指
す
.

｢勿
勿
｣
は
'
気
持
ち
が
せ
か
せ
か
落
ち
つ
か
ぬ
こ
と
を
い
う
｡

｢学

ヽ
ヽ

七
力
行
｣

(
l
三
･
242)
に

｢作
事
先
要
成
'
所
以
常
勿
勿
｡｣
と
あ
る

の
も
同
じ
o

｢鰻
認
｣
は
､
前
稿
35
億
で
す
で
に
説
明
し
た
と
お
-
､
｢鮭
漁
｣
と

同
様
､
身
を
以
て
理
解
す
る
こ
と
を
言
う
｡
朱
子
自
身
は
'
｢或
問
､
先

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

生
謂
､
議
論
固
不
可
無
'
須
是
自
去
睦
詔
｡
如
何
是
鰹
寂
｡
日
'
鮭
認
是

把
那
聴
得
底
自
去
心
裏
重
複
思
量
過
｡｣

(｢目
論
馬
撃
工
夫
｣

1
〇
四
･

2
6)6)
の
よ
う
に
定
義
す
る
0

本
儀
に
該
常
す
る
『朱
子
読
書
法
』
の
記
録
は
'
竜

一
｢循
序
漸
進
｣
に
'

｢
在
経
経
時
曾
説
'
讃
害
者
讐
如
観
此
臣
'
若
在
外
而
望
之
､
便
謂
見
了
'

則
無
線
識
得
o
須
是
入
去
裏
面
'
逐

一
看
過
是
幾
多
間
架
､
幾
多
窓
橘
｡

看

一
遍
了
'
又
重
看

一
遍
'
都
説
得
方
是
｡｣
と
見
え
る
｡

84

着
書
非
止
看

l
虞
便
見
道
理
｡
如
服
薬
相
似
､

T
服
山豆
能
得
病

便
好
｡
須
服
了
又
服
､
服
多
後
､
粟
力
自
行
｡
道
夫
｡

書
物
を
読
む
の
に
､
ひ
と
と
こ
ろ
読
ん
だ
だ
け
で
道
理
が
わ
か
る

も
の
で
は
な
い
｡
薬
を
飲
む
の
と
同
じ
で
､

一
度
服
用
し
た
だ
け
で

ど
う
し
て
す
ぐ
に
病
気
が
治
ろ
う
か
｡
何
度
も
何
度
も
績
け
て
飲
ん

で
､
は
じ
め
て
薬

の
教
能
が
現
れ
る
も
の
だ
｡
[楊
道
夫
]

(注
)

『
朱
子
読
書
法
』
竜

一
｢熟
読
精
思
｣
に
全
-
同
じ
候
が
見
え
る
｡

朱
子
語
額
衰
書
法
篇
詳
注
目

(

興
膳
･
木
津
･
斎
藤
)

さ
て
'
病
気
に
な
る
'
ま
た
乗
を
調
合

･
服
用
す
る
こ
と
を
講
書
に
た

と
え
る
例
は

『
語
額
』
に
頻
出
す
る
の
だ
が
'
本
保
も
そ
の
一
つ
｡
た
だ

し
'
薬
を
根
気
強
-
服
用
せ
よ
t
と
い
う
趣
旨
の
撃
言
は
'
こ
こ
以
外
に

は
未
襲
見
｡

85

講
書
着
意
玩
味
､
方
見
得
義
理
徒
文
字
中
速
出
｡
季
札
｡

講
書
す
る
時
に
､
心
を
集
中
し
て
味
わ
え
ば
､
義
理
が
文
章
の
中

か
ら
ほ
と
ば
し
-
出
る
よ
う
に
わ
か
る
だ
ろ
う
｡
[李
季
札
]

(注
)

｢迷
｣
は
'
｢
孟
子
三

公
孫
丑
上
之
下
｣
(五
三
･
)283
)
で
も

ヽ

｢
日
用
慮
接
動
静
之
間
､
這
箇
道
理
徒
這
裏
迷
賂
出
去
｡｣
と
用
い
ら
れ
る

が
'
文
字
ど
お
-

｢
ほ
と
ば
し
る
｣
の
意
で
あ
る
｡

｢着
意
｣
は
'
｢精
神
を
一
所
に
集
中
'
安
定
さ
せ
る
こ
と
｣
を
い
う
｡

｢
間
'
伊
川
言
'
未
有
致
知
而
不
在
敬
｡
如
何
0
日
'
此
是
大
綱
説
｡
要

ヽ
ヽ

窮
理
'
須
是
着
意
｡
不
着
意
'
如
何
合
理
合
得
分
暁
｡｣
(｢論
知
行
｣
九
･

)52)
な
ど
｡

(記
録
者
)
李
季
札

あ
ざ
な
は
季
子
｡
微
州
萎
源
麻
の
人
｡
『
師
事
年

致
』
未
掲
載
の
た
め
'
こ
こ
で
は

『朱
子
門
人
』
の
考
詮
に
よ
っ
た
0

86

讃
得
通
貫
後
､
義
理
日
出
｡
方
子
｡

読
み
こ
な
し
て
の
ち
､
義
理
は
お
の
ず
か
ら
現
れ
出
る
｡
[李
方
子
】

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

讃
得
1
議
書

ま
た
'
末
尾
に
'
｢今
人
馬
撃
､
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多
只
是
漫
'

且
任
地
不
曾
是
虞
薫
育
倣
｡｣
が
績
-
0

(注
)

通
貫
は
貫
通
に
同
じ
｡
本
懐
は
前
稿
31
候
と
同
趣
旨
の
言
で
あ
る
｡

な
お
'
『
先
議
子
書
法
』
金
一
｢熟
議
精
思
｣
に
全
-
同
じ
言
が
見
え
る
｡

87

講
書
､
須
看
他
文
勢
語
脈
｡
芝
｡

講
書
で
は
､
必
ず
そ
の
こ
と
ば
の
気
脈
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

[陳
芝
】

(校
勘
)

朝
鮮
古
希
本

牧

(注
)

｢文
勢
語
脈
｣
は
､
こ
と
ば
の
流
れ
や
勢
い
'
言
わ
ん
と
す
る
束

持
ち
な
ど
を
包
括
的
に
い
う
こ
と
ば
｡
｢
語
版
｣
の
'
『
語
数
』
で
の
用
例

は
'
以
下
の
通
-
0

ヽ
ヽ

｢
聖
賢
説
出
来
底
言
語
'
自
有
語
脈
へ
安
頓
得
各
有
所
在
､
豊
似
後
人

胡
乱
説
了
也
O｣
(｢読
書
法
下
｣

二

･
)94)

ヽ
ヽ

｢
大
凡
看
文
字
､
須
認
聖
人
語
脈
､

不可分
竃
走
作
｡｣

(｢論
語
三

撃
而
篇
中
｣
二
一
･
498)

｢如
今
看

l
件
書
'
須
走
者
力
至
誠
去
看

一
番
､
賂
聖
賢
底

1
句
一
字

ヽ
ヽ

都
埋
骨
過
｡
直
要
見
聖
賢
語
服
所
在
'
這
一
句
一
字
是
如
何
道
理
'
及
看

聖
賢
困
何
如
此
訣
O｣
(｢訓
門
人
五
｣

二

七

･
28
)2)

ま
た
'
『
朱
子
讃
書
法
』
巻
二

｢虚
心
滴
泳
｣

に
､
｢看
文
字
'
須
看
他

文
勢
語
脈
｣
と
見
え
る
｡

(記
録
者
)

陳
芝

字
は
庭
秀
O
出
身
地
未
詳
｡
『
師
事
年
致
』
)64

88

着
文
字
､
要
便
有
得
｡

文
章
を
讃
む
と
き
､
求
め
れ
ば
も
の
に
で
き
る
｡

[記
銀
著
名
を
軟

く
](校

勘
)

朝
鮮
古
寓
本

牧

89

着
文
字
､
若
便
以
為
暁
得
､
別
便
任
了
｡
須
是
暁
得
後
､
更
思

量
後
面
筒
有
也
無
｡
且
如
今
有
人
把

一
篇
文
字
来
着
､
也
未
解
義
知

得
他
意
､
況
於
義
理
O
前
輩
説
得
徳
地
､
錐
是
易
暁
､
但
亦
末
解
便

得
其
意
｡
須
是
看
了
又
看
､
只
管
看
､
只
管
有
｡
義
剛
｡

文
章
を
読
む
の
に
､
わ
か

っ
た
と
思

っ
て
し
ま
え
ば
､
そ
れ
で
お

し
ま
い
だ
｡
わ
か
っ
た
ら
'
そ
の
先
が
あ
る
か
ど
-
か
を
考
え
ね
ば

な
ら
な
い
.
例
え
ば
､
い
ま

1
篇
の
文
章
を
謹
ん
で
も
､
そ
の
意
を
理

解
し
き
れ
な
い
か
ら
､
ま
し
て
義
理
な
ど
わ
か
る
は
ず
が
な
い
｡
前

人
が
こ
ん
な
風
に
言

っ
て
い
る
の
は
､
い
-
ら
わ
か
-
や
す
-
て
も
､

す
ぐ
そ
の
意
が
合
得
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
｡
何
度
も
何
度
も
繰
-

返
し
て
読
む
こ
と
｡
と
に
か
-
読
ん
で
も
の
に
す
る
の
だ
｡
[黄
義
剛
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

映

朝
鮮
古
活
字
本

他
意
1
官
義

(荏
)

前
出

69候
に
同
じ
趣
旨
の
言
が
見
え
る
の
を
参
照
さ
れ
た
い
｡
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｢未
解
｣
の

｢解
｣
は
'
｢
不
解
｣
の
｢解
｣
と
同
じ
で
'
｢
不
合
｣
の
意

と
考
え
て
良
い
｡
｢
不
解
｣
の

『
語
類
』
例
に
は
'
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
｡

ヽ
ヽ

｢看
来
世
上
白
有

一
般
人
'
不
解
悠
地
内
直
外
便
方
正
｡
只
是
了
得
自

身
己
'
通
事
魔
物
'
都
軒
顕
倒
倒
没
理
合
｡
大
挙
須
是
要
人
窮
理
.
今
来

1

種
学
問
､
正
坐
此
病
｡
只
説
我
自
理
合
得
了
'
其
除
事
皆
裁
断
'
不
必
理

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

合
､
自
合
倣
得
｡
更
不
解
商
量
'
更
不
解
講
究
'
到
放
出
都
不
合
義
理
｡｣

(｢訓
門
人
八
｣

二
一〇

･
2893
)

｢
且
如
｣
は
第
4
保

に
既
出
の
語
で
あ
る
｡
｢
た
と
え
ば
｣
と
い
う
意
｡

90

讃
者
不
可
有
欲
了
底
心
､
才
有
此
心
､
便
心
只
在
背
後
白
紙
虞

了
､
無
益
｡
揚
｡

読
書
す
る
者
は
､
読
み
終
え
よ
-
､
と
い
う
気
を
起
こ
し
て
は
い

け
な
い
｡
こ
の
よ
う
な
気
を
起
こ
せ
ば
､
意
識
は
後
ろ
の
白
紙
に
行

っ
て
し
ま
い
､
た
め
に
な
ら
な
い
｡
[色
揚
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

鉄

朝
鮮
古
活
字
本

読
者
1
講
書

(注
)

｢才

(塵
)～
便
～
｣
は
'
現
代
語
で
は

｢
一
～
就
～
｣
に
同
じ
｡

前
稿
29
保
の
注
参
照
｡

91

大
抵
学
者
只
在
是
白
紙
無
字
虞
莫
看
､
有

一
箇
字
､
便
興
他
看

朱
子
語
狭
ま
書
法
篇
謂
注
臼

(興
膳
･
木
津
･
賛
藤
)

一
箇
｡
如
此
読
書
三
年
､
無
長
進
虞
､
則
如
越
州
和
尚
道
､
戟
取
老

恰
頭
去
｡
節
｡

お
よ
そ
学
ぶ
者
は
､
と
に
か
-
白
紙
の
文
字
の
な
い
と
こ
ろ
を
見

よ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
｡

一
つ
文
字
が
あ
れ
ば
､
そ
の

一
字
を

一

字
と
し
て
読
む
の
だ
｡
こ
ん
な
ふ
う
に
三
年
も
讃
害
し
て
'
進
歩
が

な
け
れ
ば
､
遊
州
和
尚
じ
ゃ
な
い
が
､
｢
わ
し
の
首
を
-
れ
て
や
る
｣

だ
｡
[甘
節
]

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

只
在
1
只
有

一
箇
1

一
千

(注
)

遵
州
和
尚
と
は
'
唐
の
高
恰
従
詮
の
こ
と
C
『
景
徳
俸
燈
錬
』
十

｢越
州
観
書
院
徒
詮
辞
師
｣､
『宋
高
僧
俸
』
十

一
｢磨
超
州
東
院
徒
詮
俸
｣

に
侍
が
見
え
る
｡
彼
に
は

語
銀
の
『題
州
銀
』
が
あ
-
'
本
候
所
引
の
｢載

取
老
僧
頭
去
｣
は
う
そ
の
巻
中
に

｢
但
究
理
而
坐
､
二
三
十
年
若
不
合
へ

戟
取
老
恰
頭
去
｡｣
と
記
録
さ
れ
る
も
の
に
よ
る
.

｢輿
｣
は
､
｢
婿

｣
や

｢把
｣
に
同
じ
｡

92

人
謹
書
､
如
人
飲
酒
相
似
｡
若
是
愛
飲
酒
人
､

一
議
了
､
又
要

一
蓋
喫
｡
若
不
愛
喫
､
勉
強

一
議
便
休
｡
泳
｡

議
書
と
は
､
酒
を
飲
む
よ
う
な
も
の
だ
.
上
戸
は
､

T
杯
が
空
に

な

っ
た
ら
､
も
う

一
杯
飲
み
た
-
な
る
｡
下
戸
な
ら
､
無
理
し
て

一

杯
飲
め
ば
お
し
ま
い
だ
｡
【湯
泳
]
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(注
)

飲
酒
を
読
書
法
に
擬
す
る
の
は
面
白
い
比
噴
で
あ
る
が
'
『
語
類
』

で
は
本
懐
以
外
に
も
'
｢
論
語

l
三

薙
也
篇
二
｣
(三

一
･
78
5
)
に
｢
人

ヽ
ヽ

只
是

一
箇
不
肯
単
｡
須
是
如
喫
酒
'
自
家
不
愛
輿
､

硬
賂
酒
来
喫
'
柏
渚

自
然
要
喫
､
不
待
強
他
D
如
喫
襲
う
人
不
愛
吹
'

硬
強
他
喫
｡｣
と
い
う

同
趣
旨
の
管
が
見
ら
れ
る
｡

(記
錬
者
)

湯
泳

字
は
叔
永
｡
銭
江
府
丹
陽
除
の
人
｡
『
師
事
年
致
』

%
2

7).

謬
注
者
後
記

本
稿
作
成
の
過
程
で
'
大
野
圭
介
'
車
幅
香
織
'
田
口
1

郎
'
多
田
伊
織
'
福
田
知
可
志
'
吉
川
雅
之
の
諸
君
に
よ
る
語
注
の
草
稿

を
参
照
し
た
｡
謝
意
を
表
す
る
｡


